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1 調査の目的 

瑞穂町第５次地域保健福祉計画の策定にあたって、これからの瑞穂町における、だれ

もが暮らしやすい地域社会の実現のための方法を住民とともに考え、よりよい施策実施

の参考とするため、アンケート調査を行いました。 

 

2 調査の対象 

調査の対象 瑞穂町在住の18歳以上の町民（住民基本台帳から無作為抽出） 

配布数 1,200件 

 

3 調査の方法 

配布方法 郵送による配布 

回答方法 郵送又は専用のWebフォームによる回答 

 

4 調査の期間 

調査期間 令和６年８月28日（水）から令和６年９月20日（金）まで 

礼状兼督促状 令和６年９月10日（火）に発送 

 

5 回答結果 

配布数 1,200件 

回答方法 全体 郵送 Web 

回答数 497件 401件 96件 

回答率 41.4％ 33.4％ 8.0％ 

※前回（令和元年度） 対 象：瑞穂町在住の 18 歳以上 65 歳未満の方 

配布数：500 件 回答数：192 件 回答率：38.4％ 
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6 留意点 

○本報告書で示している回答結果の割合（％）は、回答数に対する選択肢ごとの割合を

小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、合計値が100.0％にならない

場合があります。 

○複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合も、回答数

に対する選択肢ごとの割合を示しています。そのため、合計が100.0％を超える場合

があります。 

○本報告書内のグラフや表において「ｎ」とある場合、ｎ数（number of case）であ

ることを示し、その設問における集計対象者の総数、あるいは回答者限定設問の限定

条件に該当する人数を表しています。 

○数量による回答を求めている設問では、カテゴリー化した結果を示すとともに、平均

値をクロス集計表に示しています。 

○問28から問54までの健康づくりに関する設問は、すべて年齢・性別によるクロス集

計表を記載しています。 

○「その他」や「無回答」など、回答から読み取れるものが少ない、又はないものについ

ては、言及しない場合があります。 

〇限定された設問やｎ数にばらつきがあるものは参考値とし、全体に関する内容を中心

に記載しています。 

○本文中の設問番号等について、報告書の便宜上、実際の調査票と異なる設定を行って

いる場合があります。 

○本文中の設問の文章や選択肢について、長いものは簡略化している場合があります。 

〇第３章調査結果のグラフ内の（ ）には前回（令和元年度調査）の数値を参考に記載し

ています。なお、前回調査では18歳以上65歳未満の町民を対象としてアンケート調

査を行ったものになります。 

○前回（令和元年度調査）との比較について、年齢や性別などの属性項目や選択肢に変

更があった設問、おおむね同様の傾向がみられる結果となった項目などは、言及しな

い場合があります。 
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7 標本誤差 

本調査は、瑞穂町の住民の中から一部を抽出して行う調査（標本調査）です。標本調査

では、母集団全体を対象に行った調査と比べ、調査結果に差が生じることがあり、その

差のことを「標本誤差」といいます。 

標本誤差は、数学的に計算することが可能となっており、標本比率の標準誤差の一般

式は、k×√｛p(1-p)｝/{n(N-1)/(N-n)}となります。本調査の標本の信頼度を95％

とするとｋ＝±1.96となり、以下の計算式で表すことができます。 

 

標本比率の標準誤差＝±1.96×√｛p(1-p)｝/{n(N-1)/(N-n)} 

ｐ＝回答比率 

Ｎ＝母集団数（本調査では、令和６年８月1日の18歳以上の人口27,959人） 

ｎ＝基数（サンプル数。本調査全体では、全回答者数497人） 

 

実際の回答数にあてはめると以下の表のとおりです。表の見方は、質問の回答者数が

497人で、回答比率が50％であった場合、その回答比率の誤差は、最大で±4.45％と

なることを示しています。 

 

回答比率 
 
 

基数（n） 

10％または
90％ 

20％または
80％ 

30％または
70％ 

40％または
60％ 

50％ 

497人 ±2.67 ±3.56 ±4.07 ±4.36 ±4.45 

 

なお、標本誤差の数値指標は以下の指標を基準としています。 

 

※標本の回答者数が400件以上の場合、誤差が±５％の範囲内となり、一定の信頼できる結果が

得られると考えられる。 

出典：厚生労働省老健局介護保険計画課、認知症施策・地域介護推進課、老人保健課 

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引き」（令和４年８月） 

 



 

 

白紙 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 調査結果概要 
  



 

 

白紙 

 



 

9 

1 ご自身について 

 

○回答者の年齢は、65歳以上が46.6％を占めています。 

○回答者の居住年数は、「30年以上」（（56.1%）が過半数を占め、次いで（「20～29年」

（15.7%）となっており、居住年数が長い人が多くなっています。 

○回答者の家族構成は、「親子２世代」（43.7%）が最も多く、以下「夫婦のみの世帯」

（31.8%）、「単身世帯」（11.3%）、「親・子・孫３世代」（7.2%）となっています。 

○回答者の定住意向は、「今住んでいるところに住み続けたい」（73.4%）が最も多く、

年齢が高いほど多くなる傾向がみられます。一方、「町外に転居したい」（（13.3％）は

年齢が低いほど多く、小・中学生の子どもがいる世帯では他の世帯より多くなってい

ます。 

○回答者の町内会・自治会への加入状況は、「加入していない」（（46.9%）と（「加入して

いる」（（46.5%）に二分されています。（「加入している」は、石畑地区（（64.0％）と、

殿ケ谷地区（（61.1％）で６割を超えていますが、長岡地区（（33.8％）３割強にとどま

るなど、地区による差がみられます。 

 

2 安心して暮らしやすいまちづくりについて 

 

○瑞穂町は安心して暮らしやすい町だと思うかは、（「そう思う」（（19.1%）と（「まあそう

思う」（（39.0%）を合わせると58.1％を占め、（「そう思わない」（（2.8%）と（「あまり

そう思わない」（12.9%）を合わせると15.7％となっています。 

○暮らしやすいと思うまちの姿について、重要度に大きな差はみられないものの、重要

度が高い順では、『災害の時に安心なまち』（89.6％）、『子どもがいきいき育つまち』

（88.8％）、『高齢者が暮らしやすいまち』（（88.3％）、（『障がいのある人が暮らしやす

いまち』（85.1％）」、『困った時に助け合えるまち』（83.7％）となっています。 

○子どもを健やかに産み育てていくために必要なことは、「出産や子育てに対する経済的

な負担を少なくする」（57.7%）が最も多く、次いで「延長保育や０～２歳児保育等

の保育サービスを充実する」（33.6%）となっており、経済的な支援や保育サービス

に関するニーズが多いことがうかがえます。 

○高齢者が暮らしやすい社会とするために必要なことは、「交通手段の確保」（47.5%）

が最も多く、次いで「買物する場所の確保」（42.3%）となっており、移動や買い物

に関するニーズが多いことがうかがえます。 

○障がいのある人にも優しい社会をつくるために大切なことは、「職業訓練、働く場所の

紹介等、雇用・就労の場を確保する」（（41.0%）が最も多く、次いで（「ホームヘルプサ

ービス、ショートステイ等の在宅福祉サービスを充実する」（（32.8%）となっており、

就労支援や在宅サービスのニーズが多いことがうかがえます。 
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○外出しやすいまちづくりを進めるために必要なことは、「建物や道路の段差を改善する」

（47.7%）が最も多く、次いで（「歩道や道路を歩く上での障害物を取り除く」（（43.5%）

となっており、物理的な障壁の解消に関するニーズが多いことがうかがえます。 

○利用者本位の福祉を実現するために必要なことは、「福祉サービスについての情報の提

供体制を充実する」（60.6%）が最も多く、以下「専門的な相談が受けられるように

する」（41.9%）、「自分で人と契約することが難しい方への支援の仕組みを整える」

（40.6%）となっており、情報提供や専門的な相談支援のニーズが多いことがうかが

えます。 

○成年後見制度の認知度は、「名前を知っている程度」（（41.6%）が最も多く、以下（「あ

る程度内容を知っている」（（27.8%）、「まったく知らない」（（21.5%）、「知っている・

利用したことがある」（（7.2%）となっています。なお、成年後見制度を知ったきっか

けは、「テレビやラジオ、新聞、ホームページ等で知った」（（60.1%）が過半数を占め

ています。 

 

3 地域で行う福祉ボランティア活動や助け合い活動について 

 

○近所づきあいの程度は、「必要に応じてしている程度」（（67.2%）が過半数を占め、以

下（「ほとんどしていない」（（22.1%）、「積極的にしている方だと思う」（（9.7%）とな

っています。30～59歳の年齢層では「ほとんどしていない」が３割を超えており、

単身世帯では50.0％を占めています。 

○近所づきあいをしていない理由は、「知り合う機会がないから」（（40.0%）が最も多く、

以下「学校や仕事で忙しいから」（（30.9%）、「人とのつきあいが苦手だから」（（24.5%）

などとなっています。 

○居住地域における助け合い支え合うつながりの有無は、「ある」「どちらかといえばあ

る」（51.5％）が過半数を占め、以下「ない」「どちらかといえばない」（28.0％）、

「わからない」（19.5%）となっています。殿ケ谷地区、石畑地区、元狭山地区では

『ある』が過半数を占めていますが、箱根ケ崎地区、長岡地区、武蔵野地区では半数を

下回っており、（「ない」「どちらかといえばない」が３割を超えています。また、各地区

で「わからない」との回答が一定数あり、殿ケ谷地区、石畑地区、武蔵野地区では２割

を超えています。 

○地域で支え合っていく上で大切なことは、「隣近所の人達との普段からの付き合い」

（77.5%）を占め、以下「ひとりで暮らしている高齢者の見守りの活動」（（47.3%）、

「地域が行う防災活動等の日常的な協力活動」（34.6%）などとなっており、普段か

らの付き合いが重要視されていることがうかがえます。 

○地域の人が困っているときの相談先を知っているかは、「知らない」（（59.2%）が過半

数を占め、「知っている」は34.8%にとどまっています。また、年齢が低いほど「知

らない」が高くなる傾向があり、50歳未満の層では８割を超えています。 
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○地震や災害時に住民同士が協力し合うために必要なことは、「支援が必要な人の情報を

地域で共有する」（49.1%）が最も多く、次いで「福祉サービス事業者や行政との連

携」（45.3%）となっており、情報共有や関係機関等との連携が重要視されているこ

とがうかがえます。 

○日常生活が円滑にいかなくなったときに地域に手助けしてほしいことは、「近隣への声

掛けや安否確認」（（45.5%）が最も多く、次いで（「病院への付添い等、外出の手伝い」

（44.9%）となっています。50歳未満の層では、子どもに関する手助けが多くなっ

ています。 

○近所で困っている家庭があった場合に手助けできることは、「近隣への声掛けや安否確

認」（（56.5%）が最も多く、次いで（「話し相手」（（42.1%）となっています。一方、ニ

ーズが多い「病院への付添い等、外出の手伝い」は19.9％にとどまっています。 

○地域の問題に対する住民間の自主的な協力関係は、「必要だと思う」（（55.3%）が過半

数を占めており、「分からない」は38.0%、「必要だと思わない」は3.2%となってい

ます。60歳以上の層では「必要だと思う」が６割を超えていますが、60歳未満の層

では「わからない」が４割を超えています。 

○瑞穂町内における福祉ボランティア活動や助け合い活動は、「活動したことがない」

（82.3%）が大半を占めています。 

○瑞穂町内での福祉ボランティア活動や助け合い活動への活動意向は、（『活動したいと思

わない』（45.8％）が『活動したい』（36.2％）を上回っています。30～39歳、60

～64歳では『活動したい』の方が多くなっていますが、その他の年齢層では『活動し

たいと思わない』の方が多くなっています。また、いずれの地区においても『活動した

いと思わない』が『活動したい』を上回っており、長岡地区、元狭山地区では過半数を

占めています。 

○福祉ボランティア活動や助け合い活動に参加したいと思わない理由は、「体力的に自信

がないから」（50.9%）が過半数を占め、次いで「仕事、家事や勉強で忙しく時間が

ないから」（48.2%）となっています。 

○身近な認知症の人について、（『いる』が22.5％となっており、内訳をみると（「いる（同

居していない）」が19.1%、「いる（同居している）」が3.4%となっています。60～

64歳では『いる』が38.1％で他の年齢層より多く、殿ケ谷地区（38.9％）、石畑地

区（32.0％）で他の地区より多くなっています。 

○認知症についてどの程度知っているかは、「ある程度知っている」（（61.6%）が過半数

を占め、「よく知っている」（10.9%）と合わせると72.5％となっています。 

○認知症の人やその家族を支援するためにしたいことは、「１人歩きで困っている高齢者

を発見した場合、保護等の協力」（70.0%）が最も多く、次いで「地域の見守り活動

や声かけ活動への協力」（（43.1%）となっており、身近な地域における支援に協力的な

人が多いことがうかがえます。 

○自分が地域住民による見守りが必要になった場合の考えは、「できればお願いしたい」

が35.4%で最も多く、以下「わからない」が34.4%、「できれば受けたくない」が

12.1%、「ぜひお願いしたい」が11.9%、「受けたくない」が2.4%となっています。 
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○孤独感の評価について、「４～６点（ほとんどない）」（（42.7％）が最も多く、以下「７

～９点（時々ない）」（（35.4％）、「３点（決してない）」（（11.7％）、「10～12点（常に

ある）」（（5.6％）となっています。（「10～12点（常にある）」は、50～59歳では12.4％

（平均7.1点）で他の年齢層より多く、また、単身世帯では16.1％（平均7.2点）で他

の世帯より多くなっています。 

○孤立死（孤独死）を防ぐために有効だと思うことは、「地域住民による声かけ、見守り」

（50.5%）が過半数を占め、以下「新聞・郵便配達等、民間の協力による情報提供」

（33.8%）、「民生委員・児童委員による訪問、見守り」（（27.0%）となっており、地

域による声かけや見守りを基本として、関係機関等との協力が有効であると考えられ

ていることがうかがえます。一方、孤独感が（「10～12点（常にある）」と評価された

人では、上位３項目が他の区分より少なく、「本人からの危険危機の通報」、「介護保険

等の各種福祉サービス事業所と連携した緊急時連絡網」などが多くなっています。 

 

4 健康意識・健康行動について 

 

○健康面で気を付けていることは、「定期的に健康診断を受けている」（（43.3%）が最も

多く、以下「規則正しい生活を心がける」（42.3%）、「過労に注意し、睡眠や休養を

十分にとる」（39.0%）、「栄養のバランス等、食生活に気を付ける」（37.0%）など

となっています。40歳未満の層では「過労に注意し、睡眠や休養を十分にとる」が最

も多く、「定期的に健康診断を受けている」、「規則正しい生活を心がける」は他の年齢

層より少なくなっています。 

○過去１年間の健診等の受診状況は、「ある」が81.7%、「ない」が16.3%となっていま

す。 

○健診等を受けていない理由は、「忙しくて受ける時間がないから」（（32.1%）が最も多

く、次いで（「悪い結果が見つかると怖いから」、（「既に通院中だから」（（19.8%）となっ

ています。 

○平均睡眠時間は6.6時間となっており、50～59歳では6.1時間、40～49歳では6.3

時間で他の年齢より少なくなっています。 

○睡眠による休養は、（「とれている」「おおむねとれている」が72.0%、（「とれていない」

「あまりとれていない」が27.0％となっています。40～59歳は（「とれていない」「あ

まりとれていない」が他の年齢層より多く、50～59歳では48.3％、40～49歳では

40.0％となっています。 

○自分の歯の本数を知っているかは、「知らない」が49.1%、「知っている」が44.5%

となっており、（「知っている」と回答した人の歯の平均本数は21本となっています。年

齢が高いほど平均本数が少なくなり、65歳～74歳では20本、75歳以上では15本と

なっています。また、平均本数は男性が19本、女性が22本となっています。 

○普段の朝食は、「朝食は必ず食べる」が74.2%を占めています。30歳以上では「朝食

は必ず食べる」が過半数を占めており、75歳以上では94.0％、65～74歳では85.2％

を占めていますが、18～29歳では45.7％にとどまっています。 
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○主食・主菜・副菜のそろった食事を１日２回以上食べているかは、「ほぼ毎日２回以上」

（45.7%）が最も多く、次いで「ほぼ毎日１回」（35.4%）となっています。30～

39歳では「ほぼ毎日２回以上」は16.1％にとどまっており、「週に数回」（29.0％）

と「ほとんど食べない」（12.9％）が他の年齢より多くなっています。 

○１日の野菜摂取量は、「適正な野菜の量は知らないが、意識して食べるようにしている」

（44.5%）が最も多く、次いで（「適正な野菜の量を理解しているが、意識して食べる

ようにはしていない」（（23.5%）となっており、「適正な野菜の量を理解し、意識して

食べるようにしている」は20.5%にとどまっています。「適正な野菜の量を理解し、

意識して食べるようにしている」は年齢が高いほど多く、「適正な野菜の量は知らない

し、意識して食べるようにもしていない」は年齢が低いほど多くなる傾向がみられま

す。 

○１日の果物摂取量は、「100g未満」（（44.7%）が最も多く、以下（「100～200g未満」

（27.2%）、「まったく食べない」（20.1%）などとなっています。「まったく食べな

い」は60歳未満で多く、３割弱から３割半となっています。 

○塩分摂取量は、「日頃から気をつけている」（（40.2%）が最も多く、以下「時々気をつ

けることがある」（36.2%）、「ほとんど気をつけていない」（21.9%）となっていま

す。年齢が高いほど「日頃から気をつけている」が多く、年齢が低いほど「ほとんど気

をつけていない」が多くなる傾向がみられます。また、男性では「ほとんど気をつけて

いない」が女性より多くなっています。 

○身長と体重から算出したＢＭＩは、「18.5～25.0未満（普通体重）」（65.6％）が過

半数を占め、「25.0～35.0未満（肥満）」が19.3%、「18.5未満（低体重）」が8.2％

となっており、ＢＭＩの平均は22.7となっています。30～39歳では「18.5未満（低

体重）」が他の年齢層より多く、40～49歳と50～59歳では「25.0～35.0未満（肥

満）が他の年齢層より多くなっています。ＢＭＩの平均は30～59歳の層で全体平均

より高くなっています。また、男性では「25.0～35.0未満（肥満）が、女性では「18.5

未満（低体重）」が多くなっています。 

○自分の適正体重の認識については、「適正なBMI値を理解しているが、体重はコントロ

ールしていない」（39.0%）が最も多く、次いで「適正なBMI値を理解し、体重をコ

ントロールしている」（（22.5%）などとなっています。BMIの評価結果でみると、18.5

未満（低体重）と25.0～35.0未満（肥満）では、「適正なBMI値を理解しているが、

体重はコントロールしていない」が他の区分より多くなっています。 

○喫煙の状況は、「まったく吸っていない」（63.0%）が最も多く、「以前は吸っていた

が今は吸っていない」は19.3%、「毎日吸っている」は14.9%などとなっています。

60歳未満では「毎日吸っている」が60歳以上より多く、30～59歳の層では２割を

超えています。また、女性では「まったく吸っていない」が74.6％を占めているのに

対し、男性では48.4％にとどまっており、「毎日吸っている」が21.9％となっていま

す。 
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○受動喫煙が低体重児出産の原因になることを知っているかは、「知っている」が71.8%、

「知らない（今回の調査で初めて知った）」が15.1%となっています。75歳以上では

「知っている」が49.6％にとどまっています。また、女性では「知っている」が83.5％

を占めていますが、男性では58.6％にとどまっています。 

○ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度は、「知らない（今回の調査で初めて知った）」

（52.1%）が最も多く、以下「名前は聞いたことがある」（23.7%）、「知っている」

（20.9%）となっています。30～39歳では「知っている」が38.7％で他の年齢層

より多くなっています。 

○日頃から身体活動を意識して行っているかは、「毎日実行している」（（33.4%）が最も

多く、以下「時々実行している」（29.4）、「努力はしているが、十分に実行できてい

ない」（（26.8%）、「実行するつもりはなく、実行していない」（（4.8%）となっていま

す。18～29歳では「毎日実行している」が57.1％を占め、他の年齢層より多くなっ

ています。一方、40～49歳では「実行するつもりはなく、実行していない」が15.0％

で他の年齢より多くなっています。また、30～39歳、50～59歳では「努力はして

いるが、十分に実行できていない」が４割を超えています。 

○１日に歩いている時間は、「約20分以内」（24.1%）が最も多く、以下「約30分」

（20.3%）、「約60分」（（14.1%）、「約40分」（（13.3%）などとなっています。18～

29歳では「約90分以上」、30～49歳の層では「約60分」が最も多くなっています

が、50～74歳の層では「約20分以内」、75歳以上では「約30分」が最も多く、年

齢による差がみられます。 

○ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度は、「知らない（今回の調査で初

めて知った）」（（63.0%）が過半数を占めています。60歳未満の層では（「知らない（今

回の調査で初めて知った）」が７割を超えています。 

○健康ポイントアプリは、「利用していない」（（54.5%）が最も多く、以下（「利用してい

る」（（21.7%）、「今後も利用するつもりはない」（（11.3%）、「今後利用したい」（（9.3%）

となっています。40～49歳では「今後も利用するつもりはない」が23.3％で他の年

齢より多くなっています。 

○町の健康ポイントアプリ「みずほ健康ポイント あるってこ」は、「知らなかった（今

回の調査で初めて知った）」（54.9%）が最も多く、以下「知っている」（24.9%）、

「名前は聞いたことがある」（17.5%）となっています。 

○飲酒の状況は、「飲まない」（（37.4%）が最も多く、以下「毎日」（（17.7%）、「ほとん

ど飲まない」（（17.1%）などとなっています。65～74歳では「毎日」が25.2％で他

の年齢より多く、「週５～６日」と合わせると30.4％となっています。また、男性で

は「毎日」が27.0％で女性より多くなっています。 

○日常生活における悩みやストレスは、「将来への不安」（（34.0%）が最も多く、以下「自

分の健康問題」（（33.6%）、「仕事（就職・仕事内容・労働環境など）」（（27.0%）、「経

済的な問題」（（26.6%）などとなっています。（「自分の健康問題」は年齢が高いほど多

くなる傾向がみられ、「仕事（就職・仕事内容・労働環境など）」は年齢が低いほど多く

なる傾向がみられます。 
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○悩みやストレスの相談状況は、「家族に相談している」（（49.9%）が最も多く、次いで

「友人・知人に相談している」（（39.0%）となっています。一方、「相談する必要はな

いので誰にも相談していない」は16.9%となっています。「家族に相談している」は

30～39歳で特に多く80.6％を占め、「友人・知人に相談している」は年齢が低いほ

ど多くなる傾向がみられます。一方、65～74歳では「相談する必要はないので誰に

も相談していない」が21.7％で他の年齢より多く、「無回答」を合わせると75歳以上

とともに３割を超えています。 

○希望する保健や福祉に関する情報等の入手方法は、「広報紙で」（（48.1%）が最も多く、

次いで（「インターネットのホームページで」（（30.8%）となっています。（「広報紙で」、

「自治会・町内会の回覧板等で」、「高齢者支援センターの職員を介して」は、年齢が高

いほど多くなる傾向がみられ、「SNSで（X、Instagram、LINEなど）」は、年齢が

低いほど多くなる傾向がみられます。また、「インターネットのホームページで」は、

40～49歳と60～64歳で過半数を占めています。 

○地域で安心して生活していくために福祉・保健・医療に関して大切なことは、「地域医

療（かかりつけ医、病院等）提供体制の充実」（（72.4%）が最も多く、次いで（「福祉施

策（高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉等）の充実」（（46.1%）となっています。（「地

域医療（かかりつけ医、病院等）提供体制の充実」は40歳以上の層で７割を超えてお

り、また、「福祉施策（高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉等）の充実」は50歳以上

の層で過半数を占めています。 

 

5 地域福祉に関わる知識や関係団体について 

 

○地域福祉に関わりのある用語について、認知度が高い順に「ひきこもり」（86.3％）、

「ヤングケアラー」（（55.3％）、「8050問題」（（30.2％）、「再犯防止推進法」（（18.7％）、

「瑞穂町地域保健福祉計画」（5.6％）となっています。 

○町内の団体や福祉施設について、認知度が高い順に「瑞穂町シルバー人材センター」

（80.5%）、（「保健センター」（（74.4%）、「民生委員・児童委員」（（65.0%）、「高齢者

福祉センター「寿楽」」（（62.2%）などとなっており、（「瑞穂町シルバー人材センター」、

「民生委員・児童委員」、「高齢者福祉センター「寿楽」」などは年齢が高いほど認知度

が高く、性別でみると、女性の方が全体的に認知度が高くなっています。 

 

6 地域福祉を推進するために重要なことについて 

 

○『自助』の視点では、「地域のことに関心を持つ」（（57.9%）が最も重要視されており、

次いで「できる範囲で地域に貢献する」（44.3%）となっています。 

○『互助・共助』の視点では、「より多くの人に地域や福祉に関する情報を広める」（（35.0%）

と「地域の人々の課題を共有する」（34.0%）が特に重要視されています。 
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○『公助』の視点では、「地域住民のニーズの把握を強化する」（（39.8%）が最も重要視

されており、次いで「公的な福祉サービスの質の向上を図る」（34.8%）となってい

ます。 

 

7 暮らしやすい地域づくりについて 

 

○暮らしやすい地域づくりに関する意見（自由記載欄）として、138件の回答がありま

した。 

○生活環境についての内容が最も多く、公共交通や買い物などの利便性に関する意見が

多く挙げられています。 

○地域活動については、地域に期待をする若い年齢層の意見がある一方で、50歳以上の

年齢層では自治組織の継続に困難を感じている意見が挙げられています。 

○安全・安心については、子どもや歩道の安全・安心に関する意見が挙げられています。 

○行政・まちづくりについては、情報提供や行政の施策に関する意見が挙げられていま

す。 

○保健・医療・福祉については、福祉サービスや医療に関する意見が挙げられています。 

○アンケートについては、アンケートでの学びやアンケートの設問内容に関する意見が

挙げられています。 

○その他については、個々の普段の生活や行政への個別の要望等が挙げられています。 

※テーマごとの個別の具体的な要望等については、本報告書への記載は行わず、関係

部署で共有し、今後の町政を進める上での参考とさせていただきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調査結果 
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1 ご自身について 

回答しやすさや回答者への配慮のため、年齢や性別などの属性項目は、調査票の後半に設定しま

した。問番号は調査票と同じ問58～問67としています。 

（1）年齢 

回答者の年齢は、「75歳以上」が23.5%で最も多く、次いで（「65～74歳」が23.1%

となっており、65歳以上が46.6％を占めています。 

 

問58 令和６年７月１日現在のあなたの年齢はいくつですか。（１つに○） 

 

（2）性別 

回答者の性別は、「女性」が54.7%、「男性」が43.3%となっています。 

 

問59 あなたの性別はどれですか。（１つに○） 

 

(1.6)

(3.6)

(5.7)

(4.2)

(6.8)

(8.9)

(15.6)

(17.2)

(20.8)

(14.6)

（前回調査対象外）

（前回調査対象外）

（　）内は前回調査の数値(n=192)

0.6

3.2

3.2

2.4

3.8

5.0

7.0

8.7

9.3

8.5

23.1

23.5

1.6

0% 20% 40%

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

（n=497）

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(38.0) (57.3) (4.7)（前回選択肢なし）

43.3 54.7 0.2 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

男性 女性 その他 無回答
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（3）職業 

回答者の職業は、（「無職」が27.2%で最も多く、以下「会社員・公務員・団体職員」が

25.8%、「アルバイト・パート・派遣社員」が19.5%、「家事専業」が12.7%などとな

っています。 

 

問60 あなたの現在の職業は次のどれですか。（１つに○） 

 

（4）職場・通学先 

回答者の職場・通学先は、「無職」が27.8%で最も多く、以下「多摩地区市町村」が

25.4%、「町内」が16.1%、「自宅」が7.6%などとなっています。 

 

問61 職場または通学先は次のどれですか。（１つに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(42.2) (23.4) (2.6) (10.9) (2.6) (2.6) (2.6)(13.0)

8.5 25.8 19.5 1.0 12.7 27.2 3.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

自営業・自由業 会社員・公務員・団体職員

アルバイト・パート・派遣社員 学生

家事専業 無職

その他 無回答

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(6.8) (25.5) (34.9) (7.8) (4.2) (11.5) (2.6)(6.8)

7.6 16.1 25.4 3.8 4.6 3.0 27.8 11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

自宅 町内 多摩地区市町村 東京23区 埼玉県 その他 無職 無回答
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（5）居住年数 

回答者の居住年数は、（「30年以上」が56.1%で最も多く、以下「20～29年」が15.7%、

「10～19年」が12.7%、「５～９年」が5.6%などとなっています。 

 

問62 令和６年７月１日現在、瑞穂町に住みはじめてから何年になりますか。（１つに○） 

 

（6）家族構成 

回答者の家族構成は、「親子２世代」が43.7%で最も多く、以下「夫婦のみの世帯」

が31.8%、「単身世帯」が11.3%、「親・子・孫３世代」が7.2%となっています。 

 

問63 同居しているご家族の構成（あなたを含めた構成）はどれですか。（１つに○） 

 

  

(4.2)

(2.6)

(7.3)

(17.7)

(19.3)

(46.9)

(21.0)

4.8

3.0

5.6

12.7

15.7

56.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

２年未満

２～４年

５～９年

10～19年

20～29年

30年以上

無回答

（n=497）

（ ）内は前回調査の数値(n=192)

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(7.8) (14.1) (59.4) (2.1)(2.6)(14.1)

11.3 31.8 43.7 7.2 3.8 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

単身世帯 夫婦のみの世帯 親子２世代 親・子・孫３世代 その他 無回答
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（7）同居家族 

回答者の同居家族は、（「65歳以上の家族がいる」が39.6%で最も多く、以下「小・中

学生の子どもがいる」が9.7%、「介護を必要とする家族がいる」が7.0%、「小学校入学

前の子どもがいる」が5.6%となっています。 

一方、「どれもあてはまらない」は30.2%となっています。 

 

問64 同居しているご家族について次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

（8）定住意向 

回答者の定住意向は、「今住んでいるところに住み続けたい」が73.4%で最も多く、

以下「町外に転居したい」が13.3%、「瑞穂町のどこかに住み続けたい」が7.8%となっ

ています。 

年齢でみると、（「今住んでいるところに住み続けたい」は年齢が高いほど多くなる傾向

がみられます。一方、（「町外に転居したい」は年齢が低いほど多くなる傾向がみられます。 

同居家族でみると、小・中学生の子どもがいる世帯では「町外に転居したい」が22.9％

で他の世帯より多くなっています。 

 

問65 今後も瑞穂町に住み続けたいと思いますか。（１つに〇） 

 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

5.6

9.7

7.0

39.6

30.2

14.9

0% 20% 40% 60%

小学校入学前の子どもがいる

小・中学生の子どもがいる

介護を必要とする家族がいる

65歳以上の家族がいる

どれもあてはまらない

無回答

（n=497）

(9.4)

(12.0)

(6.3)

(35.9)

(38.5)

(6.3) 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(64.1) (8.9) (20.8) (6.3)

73.4 7.8 13.3 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

今住んでいるところに住み続けたい 瑞穂町のどこかに住み続けたい

町外に転居したい 無回答
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◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

 

 

（9）居住地区 

回答者の居住地区は、「箱根ケ崎地区」が26.4%で最も多く、以下「元狭山地区」が

21.1%、「武蔵野地区」が17.3%、「長岡地区」が14.3%、「石畑地区」が10.1%、「殿

ケ谷地区」が7.2%となっています。 

 

問66 あなたは現在、どちらにお住まいですか。（１つに○） 

 

  

合計(n)
今住んでいるとこ

ろに住み続けたい

瑞穂町のどこかに

住み続けたい
町外に転居したい 無回答

全体 497 73.4 7.8 13.3 5.4

18～29歳 35 34.3 22.9 40.0 2.9

30～39歳 31 67.7 6.5 22.6 3.2

40～49歳 60 65.0 11.7 16.7 6.7

50～59歳 89 67.4 11.2 18.0 3.4

60～64歳 42 71.4 2.4 11.9 14.3

65～74歳 115 80.0 6.1 10.4 3.5

75歳以上 117 90.6 3.4 1.7 4.3

小学校入学前の子ども 28 78.6 10.7 7.1 3.6

小・中学生の子ども 48 62.5 12.5 22.9 2.1

介護を必要とする家族 35 74.3 11.4 8.6 5.7

65歳以上の家族 197 77.7 4.6 12.2 5.6

どれもあてはまらない 150 70.0 9.3 17.3 3.3

年

齢

同

居

家

族

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(6.8) (7.8) (30.7) (12.0) (20.8) (18.2) (3.6)

7.2 10.1 26.4 14.3 21.1 17.3 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

殿ケ谷地区 石畑地区 箱根ケ崎地区 長岡地区 元狭山地区 武蔵野地区 無回答
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（10）町内会・自治会への加入状況 

回答者の町内会・自治会への加入状況は、「加入していない」が46.9%で最も多く、

以下「加入している」が46.5%、「わからない」が4.2%となっています。 

居住地区でみると、「加入している」は、石畑地区では64.0％、殿ケ谷地区では61.1％

を占めていますが、長岡地区では33.8％にとどまるなど、地区による差がみられます。 

 

問67 あなたは町内会・自治会に加入していますか。（１つに○） 

※今回新設した設問 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

46.5 46.9 4.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

加入している 加入していない わからない 無回答

合計(n) 加入している 加入していない わからない 無回答

全体 497 46.5 46.9 4.2 2.4

18～29歳 35 14.3 57.1 25.7 2.9

30～39歳 31 9.7 77.4 12.9 0.0

40～49歳 60 33.3 58.3 5.0 3.3

50～59歳 89 46.1 52.8 1.1 0.0

60～64歳 42 50.0 40.5 4.8 4.8

65～74歳 115 58.3 40.0 0.0 1.7

75歳以上 117 58.1 37.6 1.7 2.6

殿ケ谷地区 36 61.1 38.9 0.0 0.0

石畑地区 50 64.0 34.0 2.0 0.0

箱根ケ崎地区 131 47.3 45.0 6.1 1.5

長岡地区 71 33.8 63.4 1.4 1.4

元狭山地区 105 41.0 53.3 5.7 0.0

武蔵野地区 86 52.3 43.0 4.7 0.0

年

齢

居

住

地

区
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2 安心して暮らしやすいまちづくりについて 

 

（1）瑞穂町は安心して暮らしやすい町だと思うか 

瑞穂町は安心して暮らしやすい町だと思うかは、「まあそう思う」が39.0%で最も多

く、以下「どちらともいえない」が21.7%、「そう思う」が19.1%、「あまりそう思わな

い」が12.9%、「そう思わない」が2.8%となっています。 

年齢でみると、いずれも『そう思う』が過半数を占めていますが、40～49歳と50～

59歳では『そう思わない』が比較的多く、それぞれ23.3％、23.6％となっています。 

居住地区でみると、武蔵野地区では『そう思う』が47.7％で半数に満たず、元狭山地

区では『そう思わない』が比較的多く25.7％となっています。 

前回調査と比較すると「そう思う」との回答が多くなっています。 

 

問1 瑞穂町は安心して、暮らしやすい町と思いますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

(8.3) (49.0) (24.5) (10.9) (3.1) (4.2)

19.1 39.0 21.7 12.9 2.84.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

そう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない そう思わない 無回答

合計(n) そう思う① まあそう思

う②

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない③

そう思わな

い④

無回答 『そう思

う』

①＋②

『そう思わ

ない』

③＋④

全体 497 19.1 39.0 21.7 12.9 2.8 4.4 58.1 15.7

18～29歳 35 31.4 34.3 14.3 11.4 2.9 5.7 65.7 14.3

30～39歳 31 12.9 45.2 19.4 16.1 3.2 3.2 58.1 19.4

40～49歳 60 15.0 35.0 25.0 20.0 3.3 1.7 50.0 23.3

50～59歳 89 18.0 43.8 13.5 19.1 4.5 1.1 61.8 23.6

60～64歳 42 16.7 35.7 31.0 14.3 0.0 2.4 52.4 14.3

65～74歳 115 20.0 37.4 22.6 13.0 3.5 3.5 57.4 16.5

75歳以上 117 18.8 41.0 25.6 3.4 1.7 9.4 59.8 5.1

殿ケ谷地区 36 27.8 30.6 19.4 11.1 5.6 5.6 58.3 16.7

石畑地区 50 22.0 54.0 14.0 8.0 0.0 2.0 76.0 8.0

箱根ケ崎地区 131 23.7 38.9 20.6 11.5 1.5 3.8 62.6 13.0

長岡地区 71 19.7 42.3 22.5 8.5 1.4 5.6 62.0 9.9

元狭山地区 105 14.3 37.1 20.0 20.0 5.7 2.9 51.4 25.7

武蔵野地区 86 15.1 32.6 27.9 14.0 2.3 8.1 47.7 16.3

年

齢

居

住

地

区
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（2）暮らしやすいと思うまちの姿の重要度 

暮らしやすいと思うまちの姿の重要度について、（「非常に重要である」が最も多い項目

は、『⑤災害の時に安心なまち』で60.4％となっています。以下『①子どもがいきいき

育つまち』が43.7％、『②高齢者が暮らしやすいまち』が37.8％、『④困った時に助け

合えるまち』が36.0％、『③障がいのある人が暮らしやすいまち』が35.0％となってい

ます。 

「非常に重要である」と「重要である」と合わせると、いずれの項目も過半数を占めて

おり、なかでも（『⑤災害の時に安心なまち』は89.6％を占め、重要度が最も高くなって

います。 

前回調査との比較においても、（『⑤災害の時に安心なまち』の重要度が最も高いことが

わかります。 

 

問2 あなたにとって暮らしやすいと思うまちの姿を重要度でお答えください。（それぞれ１つに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

43.7

37.8

35.0

36.0

60.4

45.1

50.5

50.1

47.7

29.2

5.8

7.0

10.1

11.7

7.0

1.0

1.0

0.8

1.6

0.2

0.6

0.8

0.2

0.0

0.2

3.8

2.8

3.8

3.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①子どもがいきいき育つまち

②高齢者が暮らしやすいまち

③障がいのある人が暮らしやすいまち

④困ったときに助け合えるまち

⑤災害の時に安心なまち

（n=497）

非常に重要である 重要である

どちらともいえない あまり重要でない

重要でない 無回答

(59.9)                          (34.9)(3.6)(0.0)(0.5)(1.0)

(51.0)                         (41.7)   (4.7)(1.0)(0.5)(1.0)

(52.6)                        (39.1)     (5.7)(1.6)(0.0)(1.0)

(51.0)                        (40.1)     (5.2)(2.1)(0.5)(1.0)

(67.2)                    (29.7)(2.6)(0.0)(0.0)(0.5)
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（3）子どもを健やかに産み育てていくために必要なこと 

子どもを健やかに産み育てていくために必要なことは、（「出産や子育てに対する経済的

な負担を少なくする」が57.7%で最も多く、以下「延長保育や０～２歳児保育等の保育

サービスを充実する」が33.6%、「育児休業制度や労働時間の短縮等の労働環境を整え

る」が29.0%、「子どもが健やかに育つような住環境の整備を推進する」が26.0%など

となっています。 

 

問3 安心して子どもを健やかに産み育てていくためには、あなたはどのようなことが必要だと思い

ますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

57.7

33.6

29.0

26.0

24.5

21.9

20.9

17.9

14.9

5.6

3.0

3.2

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出産や子育てに対する経済的な負担を少なくする

延長保育や０～２歳児保育等の保育サービスを充実する

育児休業制度や労働時間の短縮等の労働環境を整える

子どもが健やかに育つような住環境の整備を推進する

子ども連れでも安全で活動しやすい、人に優しいまちづくりを推進する

子どもや妊産婦への健康診査等の保健事業や医療サービスを充実する

妊娠・出産・子育てについての不安や悩みを相談できるような窓口を増やす

家事・育児等のあらゆる面で男女が協力するための意識づくりを行う

子どもが健全に育つための体験学習や地域活動等を充実する

ボランティアの育成等、民間活動を支援する

その他

特にない

無回答

（n=497）

(64.6)

(42.2)

(24.0)

(33.9)

(31.8)

(28.6)

(18.8)

(17.7)

(16.1)

(3.1)

(2.6)

(1.0)

(0.0)
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（4）高齢者が暮らしやすい社会とするために必要なこと 

高齢者が暮らしやすい社会とするために必要なことは、「交通手段の確保」が47.5%

で最も多く、以下「買物する場所の確保」が42.3%、「在宅福祉サービスを充実させる

（ホームヘルパーの派遣やデイサービスの拡充など）」が38.0%、「老人ホーム等の入所

できる施設を整備する」が32.8%などとなっています。 

前回調査と比較すると、「買物する場所の確保」が多くなっています。 

 

問4 高齢者が暮らしやすい社会とするために、あなたは、どのようなことが必要だと思いますか。

（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

47.5

42.3

38.0

32.8

24.5

23.1

17.3

14.1

13.9

9.7

7.6

4.0

3.2

2.0

1.6

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

交通手段の確保

買物する場所の確保

在宅福祉サービスを充実させる

老人ホーム等の入所できる施設を整備する

高齢者が働く場所を確保する

健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業や医療体制を充実させる

高齢者向きの住宅を整備したり、住宅改修を支援する

生きがいづくりを推進する

人に優しいまちづくりを推進する

保健・福祉関係の相談窓口を充実させる

健康づくりを推進する

世代間の交流・相互理解を促進する

必要な情報を探しやすいように、情報技術を活用した情報提供を充実させる

ボランティアの育成等、民間活動を支援する

その他

特にない

無回答

（n=497）

(53.1)

(26.0)

(48.4)

(27.1)

(34.9)

(19.8)

(18.8)

(11.5)

(17.2)

(13.5)

(9.4)

(6.8)

(選択肢なし)

(1.6)

(3.1)

(1.0)

(0.0)
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（5）障がいのある人にも優しい社会をつくるために大切なこと 

障がいのある人にも優しい社会をつくるために大切なことは、（「職業訓練、働く場所の

紹介等、雇用・就労の場を確保する」が41.0%で最も多く、以下「ホームヘルプサービ

ス、ショートステイ等の在宅福祉サービスを充実する」が32.8%、「医療費の助成や各

種手当・年金等を充実させ、経済的な負担を少なくする」が29.2%、「交通手段の確保」

が26.2%などとなっています。 

 

問5 障がいのある人にも優しい社会をつくるためには、あなたはどのようなことが大切だと思いま

すか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

41.0

32.8

29.2

26.2

24.7

21.5

17.1

16.5

15.9

11.5

9.7

9.5

7.8

5.8

4.0

1.4

1.2

2.2

0% 20% 40% 60%

職業訓練、働く場所の紹介等、雇用・就労の場を確保する

ホームヘルプサービス、ショートステイ等の在宅福祉サービスを充実する

医療費の助成や各種手当・年金等を充実させ、経済的な負担を少なくする

交通手段の確保

障がいのある人のニーズに応じた福祉施設を整備する

道路の段差解消や公共的な建物への障がい者用トイレの設置等を推進する

障がいのある人向けの住宅を整備したり、住宅改修を支援する

健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業や医療体制を充実させる

障がい者への差別をなくし、障がいに応じた配慮を充実させる

保健・福祉関係の相談窓口を充実させる

仕事以外の生きがいづくりを推進する

障がいのある人のニーズに応じた療育・教育を行う

障がいのある人とない人の交流の場を提供する

ボランティアの育成等、民間活動を支援する

必要な情報を探しやすいように、情報技術を活用した情報提供を充実させる

その他

特にない

無回答

（n=497）

(46.9)

(34.9)

(41.7)

(選択肢なし)

(32.3)

(41.7)

(22.9)

(17.2)

(選択肢なし)

(選択肢なし)

(選択肢なし)

(21.4)

(13.0)

(6.3)

(選択肢なし)

(1.6)

(3.1)

(0.0)
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（6）外出しやすいまちづくりを進めるために必要なこと 

外出しやすいまちづくりを進めるために必要なことは、（「建物や道路の段差を改善する」

が47.7%で最も多く、以下「歩道や道路を歩く上での障害物を取り除く」が43.5%、

「ガードレールのついた歩道を整備する」が33.8%、「公共施設の階段をスロープ化し

たり、エレベーターやエスカレーターを設置する」が33.4%などとなっています。 

 

問6 あなたは、障がいのある人や妊婦、子ども連れ、高齢者等が外出しやすいまちづくりを進める

ためには、どのようなことが必要だと思いますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

47.7

43.5

33.8

33.4

26.4

21.5

19.3

16.7

13.3

4.8

1.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

建物や道路の段差を改善する

歩道や道路を歩く上での障害物を取り除く

ガードレールのついた歩道を整備する

公共施設の階段をスロープ化したり、エレベーターやエスカレーターを設置する

車いすのまま乗り降りできる床の低いバスやリフト付車両を運行する

点字ブロックや視覚障がい者用の音声の出る信号機を整備する

車いすの人や人工肛門を付けている人等が利用しやすいトイレを増やす

障がいのある人のための駐車場を公共施設や商店等に確保する

赤ちゃん用の補助席、赤ちゃん用のベッドがあるトイレを増やす

その他

特にない

無回答

（n=497）

(50.0)

(43.8)

(37.5)

(46.9)

(29.7)

(17.7)

(13.5)

(18.2)

(15.6)

(4.7)

(2.1)

(0.0)
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（7）利用者本位の福祉を実現するために必要なこと 

利用者本位の福祉を実現するために必要なことは、（「福祉サービスについての情報の提

供体制を充実する」が60.6%で最も多く、以下「専門的な相談が受けられるようにする」

が41.9%、「自分で人と契約することが難しい方への支援の仕組みを整える」が40.6%、

「福祉の制度や仕組みについて誰もが学ぶことのできる機会や場を提供する」が28.2%

などとなっています。 

 

問7 ほとんどの福祉サービスを利用者が選択（利用者自身が必要とする福祉サービスを自ら選択）

できるようになりましたが、あなたは、こうした利用者本位の福祉を実現するために、どのようなこ

とが必要になると思いますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

60.6

41.9

40.6

28.2

22.7

19.1

16.9

1.0

3.2

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉サービスについての情報の提供体制を充実する

専門的な相談が受けられるようにする

自分で人と契約することが難しい方への支援の仕組みを整える

福祉の制度や仕組みについて誰もが学ぶことのできる機会や場を提供する

民間非営利組織（ＮＰＯ等）の活動やボランティア活動への支援を充実させる

福祉サービスについての苦情を適切に解決できるようにする

福祉サービスの内容を評価する仕組みをつくる

その他

特にない

無回答

（n=497）

(66.7)

(51.0)

(41.7)

(34.4)

(20.8)

(25.5)

(18.8)

(0.5)

(2.1)

(1.6)
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（8）成年後見制度の認知度 

成年後見制度の認知度は、（「名前を知っている程度」が41.6%で最も多く、以下「ある

程度内容を知っている」が27.8%、「まったく知らない」が21.5%、「知っている・利用

したことがある」が7.2%となっています。 

 

問8 成年後見制度を知っていますか。（１つに○） 

 

 

（9）成年後見制度を知ったきっかけ 

成年後見制度を知ったきっかけは、（「テレビやラジオ、新聞、ホームページ等で知った」

が60.1%で最も多く、以下「広報誌やパンフレット等で知った」が19.7%、「ケアマネ

ジャーや福祉関係の職員等から聞いた」が8.1%、「町役場や高齢者支援センター等で知

った」が4.5%などとなっています。 

なお、「その他」のきっかけとして、学校や職場、知人などが多く挙げられています。 

 

問8で「１．知っている・利用したことがある」～「３．名前を知っている程度」と回答された方 

問8-1 成年後見制度をどのように知りましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

(知っていた48.4） (知らなかった50.0）

（　）内は前回調査の数値（n=192）

(1.6)

7.2 27.8 41.6 21.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている・利用したことがある ある程度内容を知っている

名前を知っている程度 まったく知らない

無回答

（　）内は前回調査の数値（n=93）

60.1

19.7

8.1

4.5

1.8

17.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80%

テレビやラジオ、新聞、ホームページ等で知った

広報紙やパンフレット等で知った

ケアマネジャーや福祉関係の職員等から聞いた

町役場や高齢者支援センター等で知った

支援団体の広報活動や相談会で知った

その他

無回答

（n=381）

(60.2)

(16.1)

(6.5)

(3.2)

(3.2)

(26.9)

(1.1)
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（10）成年後見制度をどのように利用したいか 

成年後見制度をどのように利用したいかは、（「介護保険や障害福祉サービスを受ける際

の契約手続き」が43.9%で最も多く、以下「様々な意思決定をするときの支援」が34.6%、

「預貯金や財産等の管理」が32.0%、「財産被害の防止」が26.4%となっています。 

一方、「まだ分からない」は28.2%となっています。 

 

問9 成年後見制度を利用するとしたら、どのように利用したいですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

43.9

34.6

32.0

26.4

0.8

28.2

5.6

0% 20% 40% 60%

介護保険や障害福祉サービスを受ける際の契約手続き

様々な意思決定をするときの支援

預貯金や財産等の管理

財産被害の防止

その他

まだ分からない

無回答

（n=497）

(42.7)

(選択肢なし)

(30.2)

(31.8)

(1.0)

(34.4)

(12.0)
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3 地域で行う福祉ボランティア活動や助け合い活動について 

 

（1）近所づきあいの程度 

近所づきあいの程度は、（「必要に応じてしている程度」が67.2%で最も多く、以下「ほ

とんどしていない」が22.1%、「積極的にしている方だと思う」が9.7%となっています。 

年齢でみると、いずれも「必要に応じてしている程度」が過半数を占めていますが、

30～59歳の年齢層では「ほとんどしていない」が３割を超えています。 

家族構成でみると、単身世帯では「ほとんどしていない」が最も多く50.0％となって

います。 

 

問10 あなたの家と近所とのつきあいはどの程度ですか。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

9.7 67.2 22.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

積極的にしている方だと思う 必要に応じてしている程度

ほとんどしていない 無回答

(12.0)                                (68.8)                                      (18.2)      (1.0)

合計(n) 積極的にしている

方だと思う

必要に応じてして

いる程度

ほとんどしていな

い

無回答

全体 497 9.7 67.2 22.1 1.0

18～29歳 35 25.7 60.0 14.3 0.0

30～39歳 31 6.5 61.3 32.3 0.0

40～49歳 60 5.0 65.0 30.0 0.0

50～59歳 89 7.9 58.4 33.7 0.0

60～64歳 42 9.5 61.9 28.6 0.0

65～74歳 115 8.7 72.2 19.1 0.0

75歳以上 117 11.1 74.4 11.1 3.4

単身世帯 56 7.1 42.9 50.0 0.0

夫婦のみの世帯 158 5.7 75.9 17.1 1.3

親子２世代 217 11.5 67.3 20.3 0.9

親・子・孫３世代 36 22.2 63.9 11.1 2.8

その他 19 10.5 63.2 26.3 0.0

年

齢

家

族

構

成
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（2）近所づきあいをしていない理由 

近所づきあいをしていない理由は、（「知り合う機会がないから」が40.0%で最も多く、

以下「学校や仕事で忙しいから」が30.9%、「人とのつきあいが苦手だから」が24.5%、

「つきあう必要がないから」が11.8%などとなっています。 

一方、「特に理由はない」は20.0%となっています。 

 

問10で「３．ほとんどしていない」と回答された方 

問10-1 その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

※今回新設した設問 

 

  

40.0

30.9

24.5

11.8

10.0

8.2

7.3

5.5

0.9

4.5

20.0

0.9

0% 20% 40% 60%

知り合う機会がないから

学校や仕事で忙しいから

人とのつきあいが苦手だから

つきあう必要がないから

家族にまかせているから

家事で忙しいから

健康上の問題があるから

子育てや介護で忙しいから

つきあいをこばまれたから

その他

特に理由はない

無回答

（n=387）
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（3）居住地域における助け合い支え合うつながりの有無 

居住地域における助け合い支え合うつながりの有無は、「どちらかといえばあると思う」

が36.4%で最も多く、以下「わからない」が19.5%、「どちらかといえばあるとは思わな

い」が16.7%、「あると思う」が15.1%、「あるとは思わない」が11.3%となっています。 

居住地区でみると、全体と同様に、殿ケ谷地区、石畑地区、元狭山地区では『ある』が

過半数を占めています。一方、箱根ケ崎地区、長岡地区、武蔵野地区では『ある』が半数

を下回っており、『ない』が３割を超えています。また、各地区で「わからない」との回

答が一定数あり、殿ケ谷地区、石畑地区、武蔵野地区では２割を超えています。 

町内会等への加入状況でみると、加入している人では『ある』が66.7％を占めていま

すが、加入していない人や加入状況がわからない人では半数を下回っており、「わからな

い」との回答も多くなっています。 

 

問11 あなたがお住まいの地域には、困ったときに助け合い、支え合うつながりがあると思いますか。

（１つに○） 

※今回新設した設問 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

15.1 36.4 16.7 11.3 19.5 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

あると思う どちらかといえばあると思う

どちらかといえばあるとは思わない あるとは思わない

わからない 無回答

合計(n) あると思

う①

どちらか

といえば

あると思

う②

どちらか

といえば

あるとは

思わない

③

あるとは

思わない

④

わからな

い

無回答 『ある』

①＋②

『ない』

③＋④

全体 497 15.1 36.4 16.7 11.3 19.5 1.0 51.5 28.0

殿ケ谷地区 36 11.1 41.7 13.9 5.6 27.8 0.0 52.8 19.4

石畑地区 50 28.0 38.0 10.0 0.0 22.0 2.0 66.0 10.0

箱根ケ崎地区 131 16.0 33.6 18.3 13.0 18.3 0.8 49.6 31.3

長岡地区 71 9.9 39.4 12.7 18.3 19.7 0.0 49.3 31.0

元狭山地区 105 17.1 40.0 20.0 7.6 14.3 1.0 57.1 27.6

武蔵野地区 86 12.8 27.9 18.6 16.3 22.1 2.3 40.7 34.9

加入している 231 22.9 43.7 12.1 7.4 12.6 1.3 66.7 19.5

加入していない 233 7.7 29.6 21.0 14.6 26.2 0.9 37.3 35.6

わからない 21 19.0 23.8 9.5 14.3 33.3 0.0 42.9 23.8

居

住

地

区

町

内

会
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（4）地域で支え合っていく上で大切なこと 

地域で支え合っていく上で大切なことは、（「隣近所の人達との普段からの付き合い」が

77.5%で最も多く、以下「ひとりで暮らしている高齢者の見守りの活動」が47.3%、

「地域が行う防災活動等の日常的な協力活動」が34.6%、「スポーツやレクリエーショ

ン活動を通じた健康づくり」が15.7%などとなっています。 

年齢でみると、いずれの年齢でも「隣近所の人達との普段からの付き合い」が最も多

くなっています。また、（「ひとりで暮らしている高齢者の見守りの活動」と（「地域が行う

防災活動等の日常的な協力活動」は年齢が高いほど多くなる傾向があり、特に65～74

歳で多くなっています。「障がいのある人との交流」は60～64歳で多く、「子どものし

つけや子育てについての協力・助言」は50歳未満の層で多くなっています。 

 

問12 あなたは、地域の人達がお互いに支え合っていく上で大切なことは、どのようなことだと思い

ますか。（３つまでに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

77.5

47.3

34.6

15.7

8.9

8.2

3.0

5.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

隣近所の人達との普段からの付き合い

ひとりで暮らしている高齢者の見守りの活動

地域が行う防災活動等の日常的な協力活動

スポーツやレクリエーション活動を通じた健康づくり

障がいのある人との交流

子どものしつけや子育てについての協力・助言

その他

特にない

無回答

（n=497）

(79.2)

(58.9)

(33.3)

(15.1)

(19.8)

(18.8)

(1.0)

(3.6)

(0.0)

合計(n) 隣近所の

人達との

普段から

の付き合

い

ひとりで

暮らして

いる高齢

者の見守

りの活動

地域が行

う防災活

動等の日

常的な協

力活動

スポーツ

やレクリ

エーショ

ン活動を

通じた健

康づくり

障がいの

ある人と

の交流

子どもの

しつけや

子育てに

ついての

協力・助

言

その他 特にない 無回答

全体 497 77.5 47.3 34.6 15.7 8.9 8.2 3.0 5.6 3.4

18～29歳 35 71.4 28.6 25.7 20.0 8.6 17.1 0.0 8.6 0.0

30～39歳 31 77.4 35.5 29.0 12.9 9.7 19.4 0.0 9.7 0.0

40～49歳 60 68.3 46.7 23.3 8.3 13.3 20.0 5.0 11.7 0.0

50～59歳 89 78.7 51.7 28.1 12.4 9.0 6.7 4.5 3.4 1.1

60～64歳 42 73.8 52.4 42.9 11.9 21.4 4.8 4.8 7.1 0.0

65～74歳 115 80.0 55.7 45.2 18.3 5.2 4.3 1.7 3.5 2.6

75歳以上 117 82.9 45.3 35.0 19.7 5.1 2.6 1.7 4.3 9.4

年

齢
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（5）地域の人が困っているときの相談先を知っているか 

地域の人が困っているときの相談先を知っているかは、（「知らない」が59.2%、「知っ

ている」が34.8%となっています。 

年齢でみると、年齢が低いほど「知らない」が高くなる傾向があり、50歳未満の層で

は８割を超えています。 

 

問13 あなたは、地域の人が困っているとき、どこに相談すればよいか知っていますか。（１つに○） 

※今回新設した設問 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

34.8 59.2 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 知らない 無回答

合計(n) 知っている 知らない 無回答

全体 497 34.8 59.2 6.0

18～29歳 35 14.3 85.7 0.0

30～39歳 31 16.1 83.9 0.0

40～49歳 60 20.0 80.0 0.0

50～59歳 89 29.2 69.7 1.1

60～64歳 42 45.2 52.4 2.4

65～74歳 115 47.0 43.5 9.6

75歳以上 117 41.9 46.2 12.0

殿ケ谷地区 36 38.9 55.6 5.6

石畑地区 50 44.0 48.0 8.0

箱根ケ崎地区 131 31.3 61.8 6.9

長岡地区 71 26.8 70.4 2.8

元狭山地区 105 39.0 55.2 5.7

武蔵野地区 86 33.7 59.3 7.0

居

住

地

区

年

齢
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（6）地域の問題を自分のこととしてとらえるとき 

地域の問題を自分のこととしてとらえるときは、（「将来自分にも起こりうる可能性があ

るとき」が70.8%で最も多く、以下「身近な人がその問題を抱えているとき」が54.5%、

「自分がその問題を抱えているとき」が51.9%、「テレビや新聞、ホームページでその話

題を知ったとき」が21.1%となっています。 

 

問14 「「地域で困っている人や世帯の問題」を「我が事＝自分のこと」として、とらえるのはどんな

ときですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

（7）地域の課題に主体的に取り組むために有効な手段 

地域の課題に主体的に取り組むために有効な手段は、「行政等による地域支援の充実」

が64.4%で最も多く、以下「見守りや支え合い、助け合い活動の推進」が50.7%、「若

い世代への働きかけ」が31.0%、「地域での学習会や普及啓発の取組」が18.7%となっ

ています。 

 

問15 地域の活動において、地域課題を住民が「我が事＝自分のこと」として主体的に取り組んでも

らえるための有効な手段は何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

70.8

54.5

51.9

21.1

0.6

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来自分にも起こりうる可能性があるとき

身近な人がその問題を抱えているとき

自分がその問題を抱えているとき

テレビや新聞、ホームページでその話題を知ったとき

その他

特にない

無回答

（n=497）

(70.8)

(68.2)

(62.0)

(42.7)

(0.5)

(1.6)

(0.0)

（　）内は前回調査の数値（n=192）

64.4

50.7

31.0

18.7

3.0

6.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

行政等による地域支援の充実

見守りや支え合い、助け合い活動の推進

若い世代への働きかけ

地域での学習会や普及啓発の取組

その他

特にない

無回答

（n=497）

(62.0)

(53.1)

(44.3)

(18.2)

(1.0)

(4.7)

(1.0)
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（8）地震や災害時に住民同士が協力し合うために必要なこと 

地震や災害時に住民同士が協力し合うために必要なことは、（「支援が必要な人の情報を

地域で共有する」が49.1%で最も多く、以下「福祉サービス事業者や行政との連携」が

45.3%、「地域での自主防災組織づくり」が36.8%、「地域での定期的な防災訓練」が

35.0%などとなっています。 

居住地区でみると、いずれの地区においても「支援が必要な人の情報を地域で共有す

る」が最も多く、殿ケ谷地区、石畑地区、箱根ケ崎地区では過半数を占めています。 

前回調査と比較すると、今回選択肢として設定した「支援が必要な人の情報を地域で

共有する」が最も多くなっています。 

 

問16 地震や災害時に住民同士が協力し合えるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値（n=192）

49.1

45.3

36.8

35.0

29.2

11.1

2.8

3.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

支援が必要な人の情報を地域で共有する

福祉サービス事業者や行政との連携

地域での自主防災組織づくり

地域での定期的な防災訓練

それぞれの支援計画を地域のみんなで考える

地域での勉強会

その他

特にない

無回答

（n=497）

(選択肢なし)

(44.8)

(45.3)

(43.8)

(35.9)

(20.3)

(1.6)

(3.6)

(1.6)

合計(n) 支援が必要な人

の情報を地域で

共有する

福祉サービス事

業者や行政との

連携

地域での自主防

災組織づくり

地域での定期的

な防災訓練

それぞれの支援

計画を地域のみ

んなで考える

全体 497 49.1 45.3 36.8 35.0 29.2

殿ケ谷地区 36 55.6 47.2 38.9 44.4 36.1

石畑地区 50 54.0 40.0 38.0 48.0 30.0

箱根ケ崎地区 131 51.9 51.1 43.5 38.2 35.1

長岡地区 71 38.0 36.6 35.2 31.0 22.5

元狭山地区 105 49.5 45.7 33.3 22.9 25.7

武蔵野地区 86 50.0 48.8 31.4 36.0 25.6

居

住

地

区
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（9）日常生活が円滑にいかなくなったときに地域に手助けしてほしいこと 

日常生活が円滑にいかなくなったときに地域に手助けしてほしいことは、（「近隣への声

掛けや安否確認」が45.5%で最も多く、以下「病院への付添い等、外出の手伝い」が

44.9%、「買物の手伝い」が43.9%、「食事作りや掃除等の家事援助」が33.6%などと

なっています。 

年齢でみると、18～29歳では「子どもの預かり」が40.0％で最も多くなっており、

50歳未満の層で、「保育園や習い事への送り迎え」など、子どもに関する手助けが50歳

以上の層より多くなっています。また、50～59歳の層では上位４項目が、60～64歳

の層では上位５項目がいずれも４割を超えています。 

同居家族でみると、子どもがいる世帯では「子どもの預かり」、「保育園や習い事への

送り迎え」が他の世帯より多くなっています。また、介護を必要とする家族では「病院へ

の付添い等、外出の手伝い」が60.0％で最も多く、次いで「近隣への声掛けや安否確認」

が51.4％となっており、いずれも過半数を占めています。 

居住地区でみると、石畑地区では（「近隣への声掛けや安否確認」が62.0％を占め、他

の地区より多くなっています。また、殿ケ谷地区、石畑地区、箱根ケ崎地区では、２～４

位である「病院への付添い等、外出の手伝い」、「買物の手伝い」、「食事作りや掃除等の家

事援助」が他の地区より多くなっています。 

 

問17 あなたやご家族が、高齢や病気、もしくは子育てなどで日常生活が円滑にいかなくなったと

き、地域でどのような手助けをしてほしいと思いますか。公的なサービスは除きます。（あてはまるも

のすべてに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値（n=192）

45.5

44.9

43.9

33.6

32.2

25.2

22.9

20.7

16.7

12.3

1.8

6.6

3.2

0% 20% 40% 60%

近隣への声掛けや安否確認

病院への付添い等、外出の手伝い

買物の手伝い

食事作りや掃除等の家事援助

書類の確認や各種手続の代行

話し相手

ゴミ出し

電球や蛍光灯等の交換

子どもの預かり

保育園や習い事への送り迎え

その他

特にない

無回答

（n=497）

(46.4)

(45.3)

(42.2)

(44.3)

(35.4)

(27.6)

(24.0)

(19.3)

(16.7)

(8.9)

(0.0)

(6.8)

(3.1)
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◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

合計

(n)

近
隣
へ
の
声
掛
け
や
安
否
確
認

病
院
へ
の
付
添
い
等
、
外
出
の
手
伝
い

買
物
の
手
伝
い

食
事
作
り
や
掃
除
等
の
家
事
援
助

書
類
の
確
認
や
各
種
手
続
の
代
行

話
し
相
手

ゴ
ミ
出
し

電
球
や
蛍
光
灯
等
の
交
換

子
ど
も
の
預
か
り

保
育
園
や
習
い
事
へ
の
送
り
迎
え

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 497 45.5 44.9 43.9 33.6 32.2 25.2 22.9 20.7 16.7 12.3 1.8 6.6 3.2

18～29歳 35 37.1 31.4 31.4 31.4 25.7 31.4 20.0 20.0 40.0 31.4 0.0 11.4 0.0

30～39歳 31 38.7 41.9 38.7 45.2 48.4 29.0 16.1 25.8 35.5 32.3 0.0 6.5 0.0

40～49歳 60 38.3 48.3 51.7 30.0 35.0 21.7 23.3 16.7 30.0 21.7 3.3 3.3 0.0

50～59歳 89 50.6 50.6 43.8 43.8 38.2 29.2 20.2 23.6 16.9 10.1 2.2 2.2 1.1

60～64歳 42 47.6 50.0 47.6 45.2 47.6 26.2 26.2 28.6 11.9 4.8 2.4 9.5 0.0

65～74歳 115 44.3 43.5 44.3 27.0 24.3 16.5 21.7 20.0 8.7 7.8 1.7 10.4 4.3

75歳以上 117 50.4 43.6 44.4 29.1 26.5 28.2 26.5 17.9 7.7 5.1 1.7 6.0 6.0

小学校入学前の子ども 28 28.6 39.3 32.1 35.7 42.9 21.4 14.3 14.3 60.7 50.0 0.0 3.6 0.0

小・中学生の子ども 48 37.5 41.7 52.1 31.3 22.9 29.2 20.8 16.7 56.3 31.3 0.0 2.1 0.0

介護を必要とする家族 35 51.4 60.0 34.3 34.3 34.3 22.9 20.0 25.7 14.3 14.3 2.9 5.7 0.0

65歳以上の家族 197 45.2 46.7 46.2 34.0 32.0 21.3 24.9 22.3 11.2 8.6 2.0 7.6 5.6

どれもあてはまらない 150 48.7 43.3 46.0 34.7 38.7 26.0 24.7 19.3 13.3 10.7 1.3 5.3 2.7

殿ケ谷地区 36 50.0 47.2 47.2 38.9 27.8 25.0 22.2 19.4 25.0 13.9 0.0 5.6 0.0

石畑地区 50 62.0 50.0 48.0 36.0 26.0 40.0 18.0 22.0 12.0 6.0 0.0 4.0 8.0

箱根ケ崎地区 131 43.5 48.1 50.4 42.7 34.4 20.6 31.3 22.9 21.4 16.8 2.3 4.6 1.5

長岡地区 71 40.8 35.2 40.8 26.8 26.8 16.9 23.9 15.5 5.6 5.6 4.2 7.0 2.8

元狭山地区 105 42.9 43.8 41.0 24.8 25.7 28.6 14.3 16.2 13.3 11.4 2.9 11.4 3.8

武蔵野地区 86 41.9 44.2 32.6 27.9 45.3 20.9 23.3 25.6 17.4 11.6 0.0 5.8 3.5

同

居

家

族

居

住

地

区

年

齢
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（10）近所で困っている家庭があった場合に手助けできること 

近所で困っている家庭があった場合に手助けできることは、（「近隣への声掛けや安否確

認」が56.5%で最も多く、以下「話し相手」が42.1%、「買物の手伝い」が37.4%、

「ゴミ出し」が35.6%などとなっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「近隣への声掛けや安否確認」が最も多く、

60～64歳では78.6％を占めています。また、60～64歳では全体的に割合が高くなっ

ています。 

同居家族でみると、小学校入学前の子どもがいる世帯では「買物の手伝い」が60.7％

で最も多く、「子どもの預かり」が28.6％で他の世帯より多くなっています。 

居住地区でみると、いずれも地区においても「近隣への声掛けや安否確認」が最も多

く、殿ケ谷地区、石畑地区、箱根ケ崎地区では６割を超えています。 

 

問18 近隣に高齢者や障がいのある人の介助・介護、子育て等で困っている家庭があった場合、あな

たはどのような手助けができると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

56.5

42.1

37.4

35.6

22.7

19.9

12.9

12.5

8.5

7.8

3.2

8.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80%

近隣への声掛けや安否確認

話し相手

買物の手伝い

ゴミ出し

電球や蛍光灯等の交換

病院への付添い等、外出の手伝い

書類の確認や各種手続の代行

食事作りや掃除等の家事援助

子どもの預かり

保育園や習い事への送り迎え

その他

特にない

無回答

（n=497）

(65.6)

(44.8)

(38.5)

(40.6)

(33.3) 

(24.5)

(21.9)

(17.7)

(14.6)

(7.8)

(2.6)

(6.8)

(4.2)
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◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

合計

(n)

近
隣
へ
の
声
掛
け
や
安
否
確
認

話
し
相
手

買
物
の
手
伝
い

ゴ
ミ
出
し

電
球
や
蛍
光
灯
等
の
交
換

病
院
へ
の
付
添
い
等
、
外
出
の
手
伝
い

書
類
の
確
認
や
各
種
手
続
の
代
行

食
事
作
り
や
掃
除
等
の
家
事
援
助

子
ど
も
の
預
か
り

保
育
園
や
習
い
事
へ
の
送
り
迎
え

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 497 56.5 42.1 37.4 35.6 22.7 19.9 12.9 12.5 8.5 7.8 3.2 8.5 5.4

18～29歳 35 54.3 37.1 42.9 28.6 22.9 25.7 8.6 11.4 11.4 14.3 2.9 14.3 0.0

30～39歳 31 48.4 48.4 35.5 25.8 25.8 19.4 16.1 12.9 16.1 9.7 0.0 9.7 6.5

40～49歳 60 43.3 36.7 36.7 31.7 31.7 16.7 15.0 15.0 15.0 11.7 3.3 11.7 0.0

50～59歳 89 55.1 46.1 40.4 28.1 25.8 18.0 12.4 11.2 7.9 5.6 3.4 9.0 3.4

60～64歳 42 78.6 52.4 57.1 52.4 28.6 23.8 19.0 7.1 9.5 9.5 0.0 2.4 0.0

65～74歳 115 57.4 35.7 34.8 40.9 18.3 20.0 11.3 14.8 4.3 7.0 4.3 10.4 6.1

75歳以上 117 59.8 43.6 30.8 36.8 17.9 20.5 12.0 11.1 6.0 4.3 4.3 5.1 9.4

小学校入学前の子ども 28 50.0 46.4 60.7 35.7 32.1 14.3 10.7 17.9 28.6 14.3 0.0 0.0 3.6

小・中学生の子ども 48 47.9 47.9 37.5 35.4 29.2 14.6 10.4 12.5 16.7 10.4 4.2 10.4 0.0

介護を必要とする家族 35 60.0 48.6 42.9 37.1 25.7 20.0 14.3 11.4 8.6 14.3 5.7 2.9 2.9

65歳以上の家族 197 56.3 42.1 37.6 37.6 20.3 20.8 11.2 12.7 7.6 7.1 4.1 8.6 7.6

どれもあてはまらない 150 60.0 41.3 37.3 35.3 22.0 22.0 18.7 12.7 6.7 7.3 1.3 10.0 3.3

殿ケ谷地区 36 66.7 52.8 41.7 38.9 27.8 13.9 8.3 16.7 16.7 5.6 5.6 2.8 5.6

石畑地区 50 60.0 48.0 44.0 38.0 12.0 28.0 8.0 4.0 12.0 14.0 2.0 6.0 10.0

箱根ケ崎地区 131 64.1 40.5 45.0 41.2 27.5 19.8 13.7 13.0 10.7 10.7 2.3 3.8 5.3

長岡地区 71 50.7 35.2 31.0 25.4 14.1 16.9 9.9 9.9 4.2 4.2 2.8 11.3 5.6

元狭山地区 105 54.3 46.7 32.4 28.6 24.8 23.8 12.4 12.4 4.8 6.7 4.8 12.4 3.8

武蔵野地区 86 51.2 33.7 30.2 40.7 24.4 17.4 19.8 15.1 7.0 4.7 3.5 11.6 4.7

同

居

家

族

居

住

地

区

年

齢
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（11）地域の問題に対して住民間の自主的な協力関係が必要だと思うか 

地域の問題に対して住民間の自主的な協力関係が必要だと思うかは、「必要だと思う」

が55.3%で最も多く、以下「分からない」が38.0%、「必要だと思わない」が3.2%と

なっています。 

年齢でみると、60歳以上の層では「必要だと思う」が６割を超えていますが、30～

39歳では32.3％にとどまっており、「わからない」が54.8％を占めています。また、

60歳未満の層では「わからない」が４割を超えています。「必要だと思わない」との回

答は、全体的に少ないものの、40歳未満の層は他の年齢層より多くなっています。 

 

問19 あなたは、地域社会での生活で起きる問題に対して、住民の間での自主的な協力関係が必要だ

と思いますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

55.3 3.2 38.0 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

必要だと思う 必要だと思わない 分からない 無回答

(56.3)                       (5.7)               (37.0)              (1.0)

合計(n) 必要だと思う 必要だと思わない 分からない 無回答

全体 497 55.3 3.2 38.0 3.4

18～29歳 35 45.7 8.6 45.7 0.0

30～39歳 31 32.3 12.9 54.8 0.0

40～49歳 60 53.3 5.0 41.7 0.0

50～59歳 89 47.2 2.2 48.3 2.2

60～64歳 42 64.3 0.0 35.7 0.0

65～74歳 115 63.5 2.6 33.0 0.9

75歳以上 117 60.7 0.9 29.1 9.4

殿ケ谷地区 36 69.4 0.0 27.8 2.8

石畑地区 50 60.0 4.0 30.0 6.0

箱根ケ崎地区 131 58.8 2.3 34.4 4.6

長岡地区 71 49.3 5.6 43.7 1.4

元狭山地区 105 56.2 4.8 36.2 2.9

武蔵野地区 86 46.5 2.3 47.7 3.5

居

住

地

区

年

齢
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（12）地域の問題に対して住民がお互いに協力するために必要なこと 

地域の問題に対して住民がお互いに協力するために必要なことは、（「自ら進んで日頃か

ら住民相互のつながりを持つように心がけること」が47.6%で最も多く、以下「地域の

人が気楽に集まれる場所を作ること」が32.0%、「地域の活動に積極的に参加すること」

が30.2%、「町内会や自治会が中心となって住民相互の交流活動を積極的に進めること」

が27.3%などとなっています。 

 

問19で「１．必要だと思う」と回答された方 

問19-1 地域社会の問題に対して住民がお互いに協力するためには、どんなことが必要だと考えま

すか。（２つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=108)

47.6

32.0

30.2

27.3

21.8

15.3

9.1

4.0

0.4

0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

自ら進んで日頃から住民相互のつながりを持つように心がけること

地域の人が気楽に集まれる場所を作ること

地域の活動に積極的に参加すること

町内会や自治会が中心となって住民相互の交流活動を積極的に進めること

行政が地域活動の相談窓口や支援の体制を充実させること

コミュニティセンター等の地域活動の拠点を強化すること

ボランティアや民間非営利組織（ＮＰＯ等）の活動を盛んにすること

地域の企業・団体が日頃から地域社会の活動に参加できるようにすること

その他

特にない

無回答

（n=275）

(45.4)

(29.6)

(25.9)

(18.5)

(25.0)

(13.9)

(6.5)

(5.6)

(0.0)

(2.8)

(0.9)
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（13）瑞穂町内における福祉ボランティア活動や助け合い活動 

瑞穂町内における福祉ボランティア活動や助け合い活動は、（「活動したことがない」が

82.3%で最も多く、以下「以前活動したことがある」が10.9%、「現在活動している」

が4.0%となっています。 

年齢でみると、年齢が高いほど「現在活動している」、「以前活動したことがある」が多

くなっています。30～59歳の層では「現在活動している」との回答がありませんでし

た。 

 

問20 あなたは主に瑞穂町内において、福祉ボランティア活動や助け合い活動を行ったことがあり

ますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

4.0 10.9 82.3 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

現在活動している 以前活動したことがある 活動したことがない 無回答

(2.1) (10.9)                                        (86.5)                                  (0.5)

合計(n) 現在活動している 以前活動したことが

ある

活動したことがない 無回答

全体 497 4.0 10.9 82.3 2.8

18～29歳 35 2.9 11.4 85.7 0.0

30～39歳 31 0.0 6.5 93.5 0.0

40～49歳 60 0.0 8.3 91.7 0.0

50～59歳 89 0.0 7.9 91.0 1.1

60～64歳 42 4.8 9.5 85.7 0.0

65～74歳 115 5.2 11.3 82.6 0.9

75歳以上 117 9.4 14.5 67.5 8.5

年

齢
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（14）現在取り組んでいる福祉ボランティア活動や助け合い活動 

現在取り組んでいる福祉ボランティア活動や助け合い活動は、（「行事・レクリエーショ

ン活動の支援」が30.0%で最も多く、次いで「健康づくり活動の支援」が20.0%とな

っています。 

なお、「その他」として、社協の活動や保護猫活動など、具体的な活動が挙げられてい

ます。 

 

問20で「１．現在活動している」と回答された方 

問20-1 あなたが現在取り組んでいる福祉ボランティア活動や助け合い活動の具体的な内容は次の

うちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=4)

30.0

20.0

15.0

15.0

10.0

5.0

5.0

0.0

0.0

35.0

0.0

0% 20% 40% 60%

行事・レクリエーション活動の支援

健康づくり活動の支援

困りごとの相談や介助が必要な方の安否確認

福祉団体への物資・資金援助

子育て支援

コミュニケーション支援（手話・点訳等）

自立の支援（就労支援等）

介護・介助（家事援助・外出支援等）

教育・学習の支援

その他

無回答

（n=20）

(100.0) 

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)

(0.0)
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（15）瑞穂町内での福祉ボランティア活動や助け合い活動への活動意向 

瑞穂町内での福祉ボランティア活動や助け合い活動への活動意向は、（「あまり活動した

いと思わない」が39.0%で最も多く、以下「できれば活動したい」が33.4%、「まった

く活動したいと思わない」が6.8%、「ぜひ活動したい」が2.8%となっています。 

年齢でみると、30～39歳、60～64歳では『活動したい』が『活動したいと思わな

い』を上回っていますが、その他の年齢層では『活動したいと思わない』の方が多くなっ

ています。 

居住地区でみると、いずれの地区においても『活動したいと思わない』が『活動した

い』を上回っており、長岡地区、元狭山地区では過半数を占めています。 

 

問21 今後、瑞穂町内で福祉ボランティア活動や助け合い活動を行いたいとお考えですか。現在活動

している場合もお答えください。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

2.8 33.4 39.0 6.8 11.5 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

ぜひ活動したい できれば活動したい

あまり活動したいと思わない まったく活動したいと思わない

その他 無回答

(1.0)          (44.3)                              (35.9)                 (8.3)    (7.3)    (3.1)

合計(n) ぜひ活動

したい①

できれば

活動した

い②

あまり活

動したい

と思わな

い③

まったく

活動した

いと思わ

ない④

その他 無回答 『活動し

たい』

①＋②

『活動し

たいと思

わない』

③＋④

全体 497 2.8 33.4 39.0 6.8 11.5 6.4 36.2 45.9

18～29歳 35 11.4 25.7 54.3 8.6 0.0 0.0 37.1 62.9

30～39歳 31 0.0 48.4 35.5 3.2 3.2 9.7 48.4 38.7

40～49歳 60 1.7 31.7 38.3 13.3 15.0 0.0 33.3 51.7

50～59歳 89 0.0 36.0 44.9 5.6 9.0 4.5 36.0 50.6

60～64歳 42 2.4 42.9 35.7 4.8 11.9 2.4 45.2 40.5

65～74歳 115 2.6 33.0 40.9 4.3 13.9 5.2 35.7 45.2

75歳以上 117 3.4 29.1 31.6 8.5 14.5 12.8 32.5 40.2

殿ケ谷地区 36 5.6 27.8 36.1 2.8 22.2 5.6 33.3 38.9

石畑地区 50 8.0 24.0 34.0 10.0 14.0 10.0 32.0 44.0

箱根ケ崎地区 131 2.3 35.1 38.9 4.6 13.0 6.1 37.4 43.5

長岡地区 71 1.4 32.4 46.5 9.9 7.0 2.8 33.8 56.3

元狭山地区 105 2.9 32.4 42.9 7.6 8.6 5.7 35.2 50.5

武蔵野地区 86 0.0 39.5 34.9 5.8 10.5 9.3 39.5 40.7

年

齢

居

住

地

区
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（16）福祉ボランティア活動や助け合い活動に参加したいと思わない理由 

福祉ボランティア活動や助け合い活動に参加したいと思わない理由は、（「体力的に自信

がないから」が50.9%で最も多く、以下「仕事、家事や勉強で忙しく時間がないから」

が48.2%、「どのような活動があるのか知らないから」が22.4%、「団体内・地域での

人間関係がわずらわしいから」が21.1%などとなっています。 

前回調査と比較すると「体力に自信がないから」が多くなっています。 

 

問21で「３．あまり活動したいと思わない」「４．まったく活動したいと思わない」と回答された方 

問21-1 あなたが福祉ボランティア活動や助け合い活動に参加したいと思わない理由は何ですか。

（３つまでに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 
※限定された問かつサンプル数にばらつきがあるため参考値とします。  

（　）内は前回調査の数値(n=85)

50.9

48.2

22.4

21.1

11.0

8.3

6.6

1.8

6.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

体力的に自信がないから

仕事、家事や勉強で忙しく時間がないから

どのような活動があるのか知らないから

団体内・地域での人間関係がわずらわしいから

地域の問題は行政が直接対応するべきだから

活動自体に興味がなく、楽しくないから

活動に参加しても自分や自分の家族に利益がないから

地域のことに関心がないから

その他

無回答

（n=228）

(28.2)

(67.1)

(20.0)

(18.8)

(7.1)

(9.4)

(8.2)

(5.9)

(2.4)

(1.2)

合計(n) 体力的に自信が

ないから

仕事、家事や勉

強で忙しく時間

がないから

どのような活動

があるのか知ら

ないから

団体内・地域で

の人間関係がわ

ずらわしいから

地域の問題は行

政が直接対応す

るべきだから

全体 228 50.9 48.2 22.4 21.1 11.0

18～29歳 22 18.2 68.2 31.8 9.1 9.1

30～39歳 12 33.3 83.3 33.3 16.7 8.3

40～49歳 31 29.0 80.6 19.4 12.9 9.7

50～59歳 45 40.0 66.7 22.2 31.1 4.4

60～64歳 17 52.9 52.9 23.5 29.4 17.6

65～74歳 52 55.8 30.8 23.1 21.2 19.2

75歳以上 47 89.4 8.5 17.0 21.3 8.5

殿ケ谷地区 14 57.1 64.3 14.3 0.0 7.1

石畑地区 22 50.0 54.5 9.1 22.7 9.1

箱根ケ崎地区 57 57.9 45.6 24.6 15.8 14.0

長岡地区 40 45.0 45.0 25.0 25.0 12.5

元狭山地区 53 35.8 56.6 17.0 32.1 5.7

武蔵野地区 35 62.9 34.3 37.1 17.1 14.3

年

齢

居

住

地

区
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（17）身近な認知症の人の有無 

身近な認知症の人の有無は、「いない」が74.4%で最も多く、以下「いる（同居して

いない）」が19.1%、「いる（同居している）」が3.4%となっています。 

年齢別でみると、60～64歳では『いる』が38.1％で他の年齢層より多くなっていま

す。 

居住地区でみると、殿ケ谷地区、石畑地区では『いる』が３割を超え、他の地区より多

くなっています。 

 

問22 あなたの家族や知り合いなど身近な方に認知症の人はいますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

3.4 19.1 74.4 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

いる（同居している） いる（同居していない） いない 無回答

(5.7)    (16.7)                                        (75.5)                               (2.1)

合計(n) いる（同居して

いる）①

いる（同居して

いない）②

いない 無回答 『いる』

①＋②

全体 497 3.4 19.1 74.4 3.0 22.5

18～29歳 35 0.0 14.3 85.7 0.0 14.3

30～39歳 31 3.2 12.9 83.9 0.0 16.1

40～49歳 60 3.3 13.3 83.3 0.0 16.7

50～59歳 89 5.6 24.7 69.7 0.0 30.3

60～64歳 42 0.0 38.1 59.5 2.4 38.1

65～74歳 115 1.7 21.7 75.7 0.9 23.5

75歳以上 117 6.0 12.8 71.8 9.4 18.8

殿ケ谷地区 36 11.1 27.8 58.3 2.8 38.9

石畑地区 50 4.0 28.0 64.0 4.0 32.0

箱根ケ崎地区 131 3.1 14.5 80.2 2.3 17.6

長岡地区 71 2.8 22.5 73.2 1.4 25.4

元狭山地区 105 2.9 18.1 74.3 4.8 21.0

武蔵野地区 86 2.3 16.3 79.1 2.3 18.6

年

齢

居

住

地

区
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（18）認知症についてどの程度知っているか 

認知症についてどの程度知っているかは、「ある程度知っている」が61.6%で最も多

く、以下「あまり知らない」が22.1%、「よく知っている」が10.9%、「よく知らない」

が3.4%となっています。 

 

問23 あなたは認知症についてどの程度知っていますか。（１つに○） 

 

 

（19）認知症の人やその家族を支援するためにしたいこと 

認知症の人やその家族を支援するためにしたいことは、（「１人歩きで困っている高齢者

を発見した場合、保護等の協力」が70.0%で最も多く、以下「地域の見守り活動や声か

け活動への協力」が43.1%、「仕事上で出会う認知症の人等への支援・援助」が19.5%、

「認知症についての知識の習得や認知症サポーター養成講座の受講」が14.9%などとな

っています。 

一方、「特に支援したいと思わない」が5.6%となっています。 

 

問24 あなたは認知症の人やその家族を支援するためどのようなことをしたいと思いますか。 

（３つまでに○） 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

10.9 61.6 22.1 3.4 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

よく知っている ある程度知っている あまり知らない よく知らない 無回答

(8.3)                              (57.3)                                   (27.6)   (5.2)(1.6)

（　）内は前回調査の数値(n=192)

70.0

43.1

19.5

14.9

8.7

3.6

5.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人歩きで困っている高齢者を発見した場合、保護等の協力

地域の見守り活動や声かけ活動への協力

仕事上で出会う認知症の人等への支援・援助

認知症についての知識の習得や認知症サポーター養成講座の受講

認知症の人等を支援するボランティア活動（認知症カフェ等）への参加

その他

特に支援したいと思わない

無回答

（n=497）

(72.9)

(50.5)

(19.3)

(19.8)

(13.5)

(1.6)

(5.7)

(2.6)
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（20）自分が地域住民による見守りが必要になった場合の考え 

自分が地域住民による見守りが必要になった場合の考えは、「できればお願いしたい」

が35.4%で最も多く、以下「わからない」が34.4%、「できれば受けたくない」が12.1%、

「ぜひお願いしたい」が11.9%、「受けたくない」が2.4%となっています。 

 

問25 あなた自身が、地域住民による見守りが必要な状態になった場合、どのように思いますか。現

在見守りを受けている場合は、今の思いをお答えください。（１つに○） 

※今回新設した設問 

 

  

11.9 35.4 12.1 2.4 34.4 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

ぜひお願いしたい できればお願いしたい できれば受けたくない

受けたくない わからない 無回答
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（21）孤独・孤立の状況 

孤独・孤立の状況について、『①人との付き合いがないと感じること』は、（「ほとんどな

い」が40.2%で最も多く、以下「時々ある」が31.8%、「決してない」が15.1%、「常

にある」が9.3%となっています。（「常にある」と（「時々ある」を合わせると41.1％とな

っています。 

『②取り残されていると感じること』は、「ほとんどない」が55.7%で最も多く、以

下「決してない」が19.7%、「時々ある」が16.3%、「常にある」が3.8%となっていま

す。「常にある」と「時々ある」を合わせると20.1％となっています。 

『③他の人たちから孤立していると感じること』は、「ほとんどない」が54.7%で最

も多く、以下「時々ある」が18.7%、「決してない」が18.5%、「常にある」が3.4%と

なっています。「常にある」と「時々ある」を合わせると22.1％となっています。 

なお、「UCLA孤独感尺度※」による孤独感の評価をみると、（「４～６点（ほとんどない）」

が42.7％で最も多く、以下「７～９点（時々ない）」35.4％、「３点（決してない）」が

11.7％、「10～12点（常にある）」が5.6％となっています。 

年齢でみると、（「10～12点（常にある）」は、50～59歳では12.4％（平均7.1点）と

なっており、他の年齢層より多くなっています。 

家族構成でみると、（「10～12点（常にある）」は、単身世帯では16.1％（平均7.2点）

となっており、他の世帯より多くなっています。 

居住地区でみると、「10～12点（常にある）」は、武蔵野地区では10.5％（平均6.9

点）となっており、他の地区より多くなっています。 

 

問26 次の①～③のことについて、あなたはどのように感じますか。（それぞれ１つに○） 

※今回新設した設問 

 

  

15.1

19.7

18.5

40.2

55.7

54.7

31.8

16.3

18.7

9.3

3.8

3.4

3.6

4.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①人との付き合いがないと感じること

②取り残されていると感じること

③他の人たちから孤立していると感じること

（n=250）

決してない ほとんどない 時々ある

常にある 無回答
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◇孤独感の評価 

 

※カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）のラッセルが、孤独という主観的な感情を間接的な質問
により数値的に測定するために考案したもので、（「UCLA孤独感尺度」の日本語版の３項目短縮版に基づ
き、「決してない」を１点、「ほとんどない」を２点、「時々ある」を３点、「常にある」を４点としてス
コア化し、合計スコアが高いほど孤独感が高いと評価したもの。 

 

◇クロス集計表                                  単位：％ 

 

  

5.6 35.4 42.7 11.7 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=497)

10～12点（常にある） ７～９点（時々ある） ４～６点（ほとんどない）

３点（決してない） 判定不能

合計 ３点（決して

ない）

４～６点（ほ

とんどない）

７～９点

（時々ある）

10～12点

（常にある）

無回答 平均

全体 497 11.7 42.7 35.4 5.6 4.6 6.5

18～29歳 35 17.1 34.3 42.9 5.7 0.0 6.3

30～39歳 31 6.5 48.4 25.8 9.7 9.7 6.7

40～49歳 60 13.3 38.3 43.3 5.0 0.0 6.7

50～59歳 89 9.0 34.8 40.4 12.4 3.4 7.1

60～64歳 42 14.3 52.4 31.0 2.4 0.0 6.4

65～74歳 115 12.2 42.6 37.4 3.5 4.3 6.3

75歳以上 117 11.1 47.9 29.1 3.4 8.5 6.2

単身世帯 56 7.1 39.3 30.4 16.1 7.1 7.2

夫婦のみの世帯 158 12.0 47.5 32.3 3.8 4.4 6.3

親子２世代 217 11.5 40.6 39.2 5.5 3.2 6.5

親・子・孫３世代 36 19.4 44.4 30.6 0.0 5.6 6.0

その他 19 15.8 31.6 31.6 5.3 15.8 6.3

殿ケ谷地区 36 2.8 52.8 36.1 5.6 2.8 6.8

石畑地区 50 14.0 48.0 26.0 6.0 6.0 6.3

箱根ケ崎地区 131 14.5 38.9 38.2 4.6 3.8 6.3

長岡地区 71 7.0 50.7 32.4 5.6 4.2 6.7

元狭山地区 105 17.1 41.0 33.3 2.9 5.7 6.1

武蔵野地区 86 8.1 38.4 37.2 10.5 5.8 6.9

年

齢

家

族

構

成

居

住

地

区
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（22）孤立死（孤独死）を防ぐために有効だと思うこと 

孤立死（孤独死）を防ぐために有効だと思うことは、（「地域住民による声かけ、見守り」

が50.5%で最も多く、以下「新聞・郵便配達等、民間の協力による情報提供」が33.8%、

「民生委員・児童委員による訪問、見守り」が27.0%、「機器による緊急通報システム」

が22.3%などとなっています。 

孤独感の評価結果でみると、「10～12点（（常にある）」では、上位３項目が他の区分よ

り少なくなっています。一方、「本人からの危険危機の通報」、「介護保険等の各種福祉サ

ービス事業所と連携した緊急時連絡網」などは他の区分より多くなっています。 

 

問27 誰にも気づかれずに死亡し、しばらくして発見されるという孤立死（孤独死）を防ぐために、

どのようなことが有効だと思いますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

50.5

33.8

27.0

22.3

22.1

17.1

13.5

13.3

12.5

11.9

8.2

7.6

7.2

5.8

1.8

2.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域住民による声かけ、見守り

新聞・郵便配達等、民間の協力による情報提供

民生委員・児童委員による訪問、見守り

機器による緊急通報システム

水道、ガス、電気の利用に関する情報共有

高齢者支援センター等による生活実態の把握

消防・警察・ごみ収集等、公的機関による確認

定期的な電話や傾聴訪問等の話し相手

本人からの危険危機の通報

配食等生活支援サービスを活用した見守り

介護保険等の各種福祉サービス事業所と連携した緊急時連絡網

老人クラブへの参加

地域で気軽に集えるサロン活動

終活セミナーなどを通じて本人が予め備えておくべきことを考える機会を設ける

その他

特にない

無回答

（n=497）

(51.0)

(33.3)

(33.3)

(20.8)

(23.4)

(22.4)

(16.7)

(21.9)

(16.7)

(12.0)

(14.1)

(5.2)

(6.3)

(選択肢なし)

(1.0)

(0.5)

(3.1)
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◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 
  

合計(n) 地域住民

による声

かけ、見

守り

新聞・郵

便配達

等、民間

の協力に

よる情報

提供

民生委

員・児童

委員によ

る訪問、

見守り

機器によ

る緊急通

報システ

ム

水道、ガ

ス、電気

の利用に

関する情

報共有

高齢者支

援セン

ター等に

よる生活

実態の把

握

消防・警

察・ごみ

収集等、

公的機関

による確

認

定期的な

電話や傾

聴訪問等

の話し相

手

本人から

の危険危

機の通報

全体 497 50.5 33.8 27.0 22.3 22.1 17.1 13.5 13.3 12.5

３点

（決してない）
58 55.2 43.1 39.7 22.4 19.0 17.2 8.6 13.8 8.6

４～６点

（ほとんどない）
212 58.5 32.5 33.5 21.7 17.0 15.6 14.2 14.2 12.3

７～９点

（時々ある）
176 45.5 36.9 20.5 25.6 31.3 19.3 14.8 12.5 13.1

10～12点

（常にある）
28 28.6 17.9 7.1 21.4 25.0 21.4 17.9 3.6 21.4

孤

独

感

合計(n) 配食等生

活支援

サービス

を活用し

た見守り

介護保険

等の各種

福祉サー

ビス事業

所と連携

した緊急

時連絡網

老人クラ

ブへの参

加

地域で気

軽に集え

るサロン

活動

終活セミ

ナーなど

を通じて

本人が予

め備えて

おくべき

ことを考

える機会

を設ける

その他 特にない 無回答

全体 497 11.9 8.2 7.6 7.2 5.8 1.8 2.4 2.0

３点

（決してない）
58 12.1 8.6 13.8 6.9 3.4 0.0 0.0 0.0

４～６点

（ほとんどない）
212 10.4 8.0 8.5 8.5 5.2 2.4 1.4 0.5

７～９点

（時々ある）
176 14.2 7.4 4.5 5.1 8.0 0.6 2.8 0.6

10～12点

（常にある）
28 14.3 21.4 10.7 10.7 3.6 3.6 7.1 3.6

孤

独

感
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4 健康意識・健康行動について 

 

（1）健康面で気を付けていること 

健康面で気を付けていることは、「定期的に健康診断を受けている」が43.3%で最も

多く、以下「規則正しい生活を心がける」が42.3%、「過労に注意し、睡眠や休養を十

分にとる」が39.0%、「栄養のバランス等、食生活に気を付ける」が37.0%などとなっ

ています。 

年齢別でみると、40歳未満の層では「過労に注意し、睡眠や休養を十分にとる」が最

も多く、「定期的に健康診断を受けている」、「規則正しい生活を心がける」は他の年齢層

より少なくなっています。 

性別でみると、女性では（「栄養のバランス等、食生活に気を付ける」と（「栄養のバラン

ス等、食生活に気を付ける」が43.8％で最も多くなっています。 

前回調査と比較すると「過労に注意し、睡眠や休養を十分にとる」が少なくなってい

ます。 

 

問28 あなたは、日頃、健康についてどのようなことに気を付けていますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

43.3

42.3

39.0

37.0

24.3

20.1

11.3

9.5

9.1

6.6

6.4

5.6

4.6

1.0

3.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

定期的に健康診断を受けている

規則正しい生活を心がける

過労に注意し、睡眠や休養を十分にとる

栄養のバランス等、食生活に気を付ける

運動やスポーツ（体操や散歩を含む）をする

日常生活の中でできるだけ体を動かすようにする

気軽に相談できる、かかりつけ医を決めている

健康の記録（体重、体脂肪率、血圧値等）を付ける習慣がある

予防接種を受ける、食中毒に注意する等、感染予防対策を実行している

たばこを吸う量を控えている（吸わない）

アルコールの摂りすぎに注意している（飲まない）

健康づくりの情報や知識を増やすようにしている

定期的にがん検診を受けている

その他

特にない

無回答

（n=497）

(41.1)

(37.5)

(47.4)

(38.5)

(24.0)

(16.7)

(3.6)

(6.3)

(4.2)

(10.9)

(4.7)

(9.4)

(9.4)

(0.0)

(4.7)

(1.0)
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◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 定期的に健

康診断を受

けている

規則正しい

生活を心が

ける

過労に注意

し、睡眠や

休養を十分

にとる

栄養のバラ

ンス等、食

生活に気を

付ける

運動やス

ポーツ（体

操や散歩を

含む）をす

る

日常生活の

中でできる

だけ体を動

かすように

する

気軽に相談

できる、か

かりつけ医

を決めてい

る

健康の記録

（体重、体

脂肪率、血

圧値等）を

付ける習慣

がある

全体 497 43.3 42.3 39.0 37.0 24.3 20.1 11.3 9.5

18～29歳 35 22.9 31.4 54.3 45.7 28.6 22.9 17.1 0.0

30～39歳 31 35.5 29.0 51.6 25.8 19.4 6.5 0.0 9.7

40～49歳 60 48.3 35.0 43.3 33.3 16.7 16.7 8.3 1.7

50～59歳 89 42.7 43.8 42.7 25.8 16.9 22.5 5.6 4.5

60～64歳 42 45.2 42.9 35.7 38.1 26.2 16.7 7.1 7.1

65～74歳 115 49.6 49.6 36.5 44.3 27.0 18.3 14.8 13.0

75歳以上 117 43.6 44.4 30.8 41.0 31.6 25.6 16.2 17.9

男性 215 47.0 41.4 37.2 29.3 28.8 16.3 12.6 12.6

女性 272 40.4 43.8 40.8 43.8 21.7 23.2 9.9 7.4

年

齢

性

別

合計(n) 予防接種を

受ける、食

中毒に注意

する等、感

染予防対策

を実行して

いる

たばこを吸

う量を控え

ている（吸

わない）

アルコール

の摂りすぎ

に注意して

いる（飲ま

ない）

健康づくり

の情報や知

識を増やす

ようにして

いる

定期的にが

ん検診を受

けている

その他 特にない 無回答

全体 497 9.1 6.6 6.4 5.6 4.6 1.0 3.6 1.0

18～29歳 35 5.7 14.3 17.1 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 31 6.5 12.9 16.1 6.5 9.7 3.2 9.7 3.2

40～49歳 60 11.7 3.3 6.7 5.0 5.0 1.7 11.7 0.0

50～59歳 89 9.0 7.9 4.5 5.6 5.6 1.1 4.5 0.0

60～64歳 42 4.8 4.8 7.1 11.9 7.1 4.8 2.4 0.0

65～74歳 115 13.0 6.1 5.2 6.1 3.5 0.0 0.9 0.0

75歳以上 117 7.7 4.3 3.4 3.4 4.3 0.0 1.7 1.7

男性 215 5.6 8.8 8.8 3.7 2.3 0.5 4.2 0.5

女性 272 11.4 4.4 4.8 6.6 6.6 1.5 3.3 0.7

年

齢

性

別
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（2）過去１年間の健診等の受診状況 

過去１年間の健診等の受診状況は、（「ある」が81.7%、「ない」が16.3%となっていま

す。 

年齢でみると、18～29歳では「ない」が31.4％で他の年齢層より多くなっています。 

性別でみると、いずれも「ある」が８割以上を占めており、男性の方が多くなっていま

す。 

 

問29 あなたは過去１年間に、健診（健康診断や健康診査）や人間ドックを受けたことがあります

か。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

81.7 16.3 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

ある ない 無回答

(83.3)                                          (15.1)  (1.6)

合計(n) ある ない 無回答

全体 497 81.7 16.3 2.0

18～29歳 35 68.6 31.4 0.0

30～39歳 31 77.4 22.6 0.0

40～49歳 60 86.7 11.7 1.7

50～59歳 89 82.0 15.7 2.2

60～64歳 42 76.2 23.8 0.0

65～74歳 115 87.0 13.0 0.0

75歳以上 117 82.9 13.7 3.4

男性 215 85.1 14.4 0.5

女性 272 80.1 17.6 2.2

年

齢

性

別
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（3）健診等を受けていない理由 

健診等を受けていない理由は、「忙しくて受ける時間がないから」が32.1%で最も多

く、以下「悪い結果が見つかると怖いから」と（「既に通院中だから」が19.8%、「申込方

法が面倒だから」が17.3%などとなっています。 

 

問29で「１．ない」と回答された方 

問29-1 健診等を受けていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

※今回新設した設問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

※限定された問かつサンプル数が少ないため参考値とします。  

32.1

19.8

19.8

17.3

13.6

12.3

9.9

2.5

7.4

1.2

0% 20% 40%

忙しくて受ける時間がないから

悪い結果が見つかると怖いから

既に通院中だから

申込方法が面倒だから

費用がかかるから

検査の方法が苦痛だから

健康に自信があるから

日時や場所がわからないから

その他

無回答

（n=416）

合計(n) 忙しくて

受ける時

間がない

から

悪い結果

が見つか

ると怖い

から

既に通院

中だから

申込方法

が面倒だ

から

費用がか

かるから

検査の方

法が苦痛

だから

健康に自

信がある

から

日時や場

所がわか

らないか

ら

その他 無回答

全体 81 32.1 19.8 19.8 17.3 13.6 12.3 9.9 2.5 7.4 1.2

18～29歳 11 72.7 9.1 0.0 9.1 9.1 9.1 18.2 9.1 0.0 0.0

30～39歳 7 28.6 14.3 0.0 28.6 28.6 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0

40～49歳 7 42.9 0.0 42.9 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

50～59歳 14 28.6 21.4 21.4 14.3 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0

60～64歳 10 30.0 40.0 10.0 20.0 10.0 20.0 20.0 0.0 10.0 0.0

65～74歳 15 20.0 20.0 20.0 26.7 6.7 13.3 13.3 0.0 13.3 0.0

75歳以上 16 18.8 25.0 37.5 12.5 6.3 6.3 12.5 0.0 0.0 6.3

男性 31 22.6 9.7 22.6 16.1 16.1 22.6 16.1 3.2 6.5 3.2

女性 48 37.5 27.1 18.8 16.7 12.5 4.2 6.3 2.1 8.3 0.0

年

齢

性

別
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（4）睡眠時間 

睡眠時間は、「６時間以上７時間未満」が33.2%で最も多く、以下「７時間以上８時

間未満」が31.8%、「６時間未満」が15.7%、「８時間以上９時間未満」が15.5%、「９

時間以上」が2.6%となっています。また、平均睡眠時間は6.6時間となっています。 

年齢でみると、40～59歳の層では「６時間未満」が２割を超え、他の年齢層より多

く、平均睡眠時間は50～59歳で6.1時間、40～49歳で6.3時間となっています。 

性別でみると、女性では（「６時間以上７時間未満」、「７時間以上８時間未満」が男性よ

り多く、男性では（「８時間以上９時間未満」が女性より多くなっています。平均睡眠時間

は、男性が6.7時間、女性が6.5時間となっています。 

 

問30 あなたの睡眠時間は平均何時間くらいですか。（おおよその数値を記入） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

15.7

33.2

31.8

15.5

2.6

1.2

0% 20% 40%

６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上８時間未満

８時間以上９時間未満

９時間以上

無回答

（n=497）

合計(n) ６時間未満 ６時間以上

７時間未満

７時間以上

８時間未満

８時間以上

９時間未満

９時間以上 無回答 平均

全体 497 15.7 33.2 31.8 15.5 2.6 1.2 6.6

18～29歳 35 8.6 48.6 31.4 5.7 2.9 2.9 6.5

30～39歳 31 12.9 35.5 35.5 16.1 0.0 0.0 6.5

40～49歳 60 21.7 35.0 35.0 6.7 0.0 1.7 6.3

50～59歳 89 24.7 41.6 27.0 5.6 1.1 0.0 6.1

60～64歳 42 16.7 35.7 33.3 14.3 0.0 0.0 6.4

65～74歳 115 15.7 32.2 30.4 17.4 4.3 0.0 6.6

75歳以上 117 7.7 22.2 33.3 29.9 5.1 1.7 7.0

男性 215 16.7 30.2 27.0 21.9 3.7 0.5 6.7

女性 272 14.7 35.7 35.7 11.0 1.8 1.1 6.5

年

齢

性

別
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（5）睡眠による休養が十分にとれているか 

睡眠による休養が十分にとれているかは、「おおむねとれている」が56.5%で最も多

く、以下「あまりとれていない」が23.3%、「十分にとれている」が15.5%、「とれてい

ない」が3.6%となっています。 

年齢別でみると、いずれの年齢においても『とれている』との回答が過半数を占めて

いますが、40～59歳は他の年齢層より少なく、『とれていない』との回答が50～59歳

では48.3％、40～49歳では40.0％で他の年齢層より多くなっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

問31 あなたは、睡眠による休養が十分にとれていますか。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

15.5 56.5 23.3 3.6 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

十分にとれている おおむねとれている あまりとれていない とれていない 無回答

合計(n) 十分にとれ

ている①

おおむねと

れている②

あまりとれ

ていない③

とれていな

い④

無回答 『とれてい

る』

①＋②

『とれてい

ない』

③＋④

全体 497 15.5 56.5 23.3 3.6 1.0 72.0 27.0

18～29歳 35 22.9 51.4 20.0 5.7 0.0 74.3 25.7

30～39歳 31 12.9 61.3 22.6 3.2 0.0 74.2 25.8

40～49歳 60 11.7 46.7 33.3 6.7 1.7 58.3 40.0

50～59歳 89 6.7 44.9 42.7 5.6 0.0 51.7 48.3

60～64歳 42 9.5 69.0 11.9 9.5 0.0 78.6 21.4

65～74歳 115 20.9 60.9 16.5 1.7 0.0 81.7 18.3

75歳以上 117 18.8 63.2 16.2 0.0 1.7 82.1 16.2

男性 215 14.9 57.2 23.7 3.7 0.5 72.1 27.4

女性 272 15.8 56.6 23.2 3.7 0.7 72.4 26.8

性

別

年

齢
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（6）自分の歯の本数を知っているか 

自分の歯の本数を知っているかは、「知らない」が49.1%、「知っている」が44.5%

となっています。 

自分の歯の本数を「知っている」と回答した人について、歯の本数は、「28～32本」

が25.8%で最も多く、以下「24～27本」が22.2%、「10～19本」が16.3%、「20～

23本」が10.0%などとなっています。また、平均本数は20.7本となっています。 

年齢でみると、65歳以上では「知っている」が過半数を占めていますが、65歳未満

では過半数が「知らない」と回答しています。また、年齢が高いほど平均本数が少なくな

り、65歳～74歳では20本、75歳以上では15本となっています。 

性別でみると、男性では「知らない」が55.3％を占めています。また、平均本数は男

性が19本、女性が22本となっています。 

前回調査と比較すると「知っている」が多くなっています。 

 

問32 あなたは、自分の歯の本数が何本あるか知っていますか。親知らず、入れ歯、ブリッジ、イン

プラントは含みません。さし歯も含めて数えます。（１つに○、数値を記入） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

44.5 49.1 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 知らない 無回答

(29.2)                                        (66.7)                      (4.2)

合計(n) 知っている 知らない 無回答

全体 497 44.5 49.1 6.4

18～29歳 35 25.7 74.3 0.0

30～39歳 31 35.5 61.3 3.2

40～49歳 60 31.7 65.0 3.3

50～59歳 89 21.3 75.3 3.4

60～64歳 42 38.1 57.1 4.8

65～74歳 115 62.6 33.0 4.3

75歳以上 117 59.0 25.6 15.4

男性 215 39.5 55.3 5.1

女性 272 46.7 46.0 7.4

性

別

年

齢
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◇歯の本数 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=56)

3.6

9.5

16.3

10.0

22.2

25.8

12.7

0% 20% 40%

0本

1～9本

10～19本

20～23本

24～27本

28～32本

無回答

（n=276）

(3.6)

(1.8)

(5.4)

(20～27本 39.3)

(39.3)

(10.7)

合計(n) 0本 1～9本 10～19本 20～23本 24～27本 28～32本 無回答 平均

全体 221 3.6 9.5 16.3 10.0 22.2 25.8 12.7 21

18～29歳 9 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 27

30～39歳 11 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 81.8 0.0 27

40～49歳 19 0.0 0.0 5.3 5.3 26.3 63.2 0.0 27

50～59歳 19 0.0 0.0 10.5 10.5 36.8 36.8 5.3 25

60～64歳 16 0.0 0.0 6.3 6.3 31.3 37.5 18.8 26

65～74歳 72 4.2 9.7 12.5 11.1 26.4 19.4 16.7 20

75歳以上 69 7.2 18.8 30.4 10.1 14.5 4.3 14.5 15

男性 85 7.1 15.3 14.1 11.8 16.5 23.5 11.8 19

女性 127 0.8 5.5 18.1 7.9 26.8 28.3 12.6 22

年

齢

性

別
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（7）食べる時の状態 

食べる時の状態は、「何でもかんで食べることができる」が74.0%で最も多く、以下

「一部かめない食べ物がある」が21.9%、「かめない食べ物が多い」が2.0%、「かんで

食べることはできない」が0.2%となっています。 

年齢でみると、年齢が低いほど（「何でもかんで食べることができる」が多く、年齢が高

いほど「一部かめない食べ物がある」が多くなる傾向がみられます。 

性別でみると、「何でもかんで食べることができる」は女性の方が多く、「一部かめな

い食べ物がある」は男性の方が多くなっています。 

 

問33 食べる時の状態について、最もあてはまるものを選んでください。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

74.0 21.9 2.0

0.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

何でもかんで食べることができる 一部かめない食べ物がある

かめない食べ物が多い かんで食べることはできない

無回答

合計(n) 何でもかんで食べ

ることができる

一部かめない食べ

物がある

かめない食べ物が

多い

かんで食べること

はできない

無回答

全体 497 74.0 21.9 2.0 0.2 1.8

18～29歳 35 94.3 5.7 0.0 0.0 0.0

30～39歳 31 80.6 19.4 0.0 0.0 0.0

40～49歳 60 88.3 10.0 0.0 0.0 1.7

50～59歳 89 83.1 14.6 2.2 0.0 0.0

60～64歳 42 73.8 21.4 4.8 0.0 0.0

65～74歳 115 65.2 28.7 1.7 0.9 3.5

75歳以上 117 60.7 34.2 2.6 0.0 2.6

男性 215 68.4 27.0 2.8 0.5 1.4

女性 272 78.7 18.4 1.1 0.0 1.8

年

齢

性

別
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（8）普段朝食を食べないことがあるか 

普段朝食を食べないことがあるかは、「朝食は必ず食べる」が74.2%で最も多く、以

下「週に１～２日食べないことがある」が12.5%、「朝食はほとんど食べない」が8.9%、

「週に３～４日食べないことがある」が2.6%となっています。 

年齢でみると、30歳以上では「朝食は必ず食べる」が過半数を占めており、75歳以

上では94.0％、65～74歳では85.2％を占めています。一方、18～29歳では「朝食

は必ず食べる」は45.7％にとどまっています。また、60歳未満では「朝食はほとんど

食べない」が１割を超えています。 

性別でみると、いずれも（「朝食は必ず食べる」が７割を超えています。（「朝食はほとん

ど食べない」は、男性の方が多くなっています。 

前回調査と比較すると「朝食は必ず食べる」が多くなっています。 

 

問34 あなたは普段、朝食を食べない（欠食する）ことがありますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

74.2 12.5 2.6 8.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

朝食は必ず食べる 週に１～２日食べないことがある

週に３～４日食べないことがある 朝食はほとんど食べない

無回答

(64.1)                                     (14.6)(5.2)(15.1)(1.0)

合計(n) 朝食は必ず食べる 週に１～２日食べ

ないことがある

週に３～４日食べ

ないことがある

朝食はほとんど食

べない

無回答

全体 497 74.2 12.5 2.6 8.9 1.8

18～29歳 35 45.7 37.1 5.7 11.4 0.0

30～39歳 31 67.7 12.9 6.5 12.9 0.0

40～49歳 60 58.3 15.0 6.7 16.7 3.3

50～59歳 89 62.9 18.0 3.4 14.6 1.1

60～64歳 42 66.7 23.8 2.4 7.1 0.0

65～74歳 115 85.2 6.1 0.0 6.1 2.6

75歳以上 117 94.0 0.9 0.9 2.6 1.7

男性 215 76.3 8.8 3.7 10.2 0.9

女性 272 73.2 15.4 1.8 7.4 2.2

年

齢

性

別
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（9）主食・主菜・副菜のそろった食事を１日２回以上食べているか 

主食・主菜・副菜のそろった食事を１日２回以上食べているかは、（「ほぼ毎日２回以上」

が45.7%で最も多く、以下「ほぼ毎日１回」が35.4%、「週に数回」が12.3%、「ほと

んど食べない」が5.0%となっています。 

年齢でみると、65歳以上では「ほぼ毎日２回以上」が過半数を占めていますが、30

～39歳では16.1％にとどまっており、（「週に数回」が29.0％、「ほとんど食べない」が

12.9％でいずれも他の年齢より多くなっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

問35 あなたは、主食・主菜・副菜のそろった食事を１日に２回以上食べていますか。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 
  

45.7 35.4 12.3 5.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

ほぼ毎日２回以上 ほぼ毎日１回 週に数回 ほとんど食べない 無回答

合計(n) ほぼ毎日２回以上 ほぼ毎日１回 週に数回 ほとんど食べない 無回答

全体 497 45.7 35.4 12.3 5.0 1.6

18～29歳 35 28.6 42.9 20.0 8.6 0.0

30～39歳 31 16.1 41.9 29.0 12.9 0.0

40～49歳 60 33.3 41.7 15.0 8.3 1.7

50～59歳 89 34.8 39.3 16.9 9.0 0.0

60～64歳 42 45.2 31.0 16.7 7.1 0.0

65～74歳 115 58.3 33.0 6.1 0.9 1.7

75歳以上 117 59.8 30.8 6.0 0.9 2.6

男性 215 47.4 34.4 12.1 5.6 0.5

女性 272 44.1 36.4 12.9 4.8 1.8

年

齢

性

別



 

69 

（10）１日の野菜摂取量の目安を知っているか 

１日の野菜摂取量の目安を知っているかは、（「適正な野菜の量は知らないが、意識して

食べるようにしている」が44.5%で最も多く、以下「適正な野菜の量を理解しているが、

意識して食べるようにはしていない」が23.5%、「適正な野菜の量を理解し、意識して

食べるようにしている」が20.5%、「適正な野菜の量は知らないし、意識して食べるよ

うにもしていない」が9.9%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「適正な野菜の量は知らないが、意識して食

べるようにしている」が最も多くなっています。（「適正な野菜の量を理解し、意識して食

べるようにしている」は年齢が高いほど多く、（「適正な野菜の量は知らないし、意識して

食べるようにもしていない」は年齢が低いほど多くなる傾向がみられます。 

性別でみると、「適正な野菜の量は知らないし、意識して食べるようにもしていない」

は、男性の方が多くなっています。 

 

問36 あなたは１日に食べることが推奨されている野菜の量（350g以上、目安として両手山盛り

１杯ぐらい）を知っていますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

20.5 23.5 44.5 9.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

適正な野菜の量を理解し、意識して食べるようにしている

適正な野菜の量を理解しているが、意識して食べるようにはしていない

適正な野菜の量は知らないが、意識して食べるようにしている

適正な野菜の量は知らないし、意識して食べるようにもしていない

無回答

(25.5)               (20.3)                            (42.7)                    (9.9)(1.6)

合計(n) 適正な野菜の量を

理解し、意識して

食べるようにして

いる

適正な野菜の量を

理解しているが、

意識して食べるよ

うにはしていない

適正な野菜の量は

知らないが、意識

して食べるように

している

適正な野菜の量は

知らないし、意識

して食べるように

もしていない

無回答

全体 497 20.5 23.5 44.5 9.9 1.6

18～29歳 35 8.6 34.3 40.0 17.1 0.0

30～39歳 31 9.7 29.0 41.9 19.4 0.0

40～49歳 60 8.3 21.7 53.3 15.0 1.7

50～59歳 89 15.7 25.8 48.3 10.1 0.0

60～64歳 42 23.8 23.8 42.9 9.5 0.0

65～74歳 115 28.7 20.0 43.5 6.1 1.7

75歳以上 117 24.8 23.1 41.9 6.8 3.4

男性 215 18.6 17.2 48.4 14.9 0.9

女性 272 21.3 28.7 41.9 6.3 1.8

年

齢

性

別
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（11）１日の果物摂取量 

１日の果物摂取量は、（「100g未満」が44.7%で最も多く、以下「100～200g未満」

が27.2%、「200g以上」が5.0%となっています。 

一方、「まったく食べない」は20.1%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「100g未満」が最も多くなっています。また、

「100～200g未満」は65歳以上で多く、４割弱となっています。一方、「まったく食

べない」は60歳未満で多く、３割弱から３割半となっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

問37 あなたは、１日に果物をどのくらい食べていますか。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

20.1

44.7

27.2

5.0

3.0

0% 20% 40% 60%

まったく食べない

100g未満

100～200g未満

200g以上

無回答

（n=497）

合計(n) まったく食べない 100g未満 100～200g未満 200g以上 無回答

全体 497 20.1 44.7 27.2 5.0 3.0

18～29歳 35 34.3 45.7 17.1 2.9 0.0

30～39歳 31 29.0 45.2 19.4 3.2 3.2

40～49歳 60 35.0 53.3 6.7 3.3 1.7

50～59歳 89 31.5 46.1 21.3 1.1 0.0

60～64歳 42 19.0 57.1 23.8 0.0 0.0

65～74歳 115 10.4 40.9 38.3 7.8 2.6

75歳以上 117 8.5 40.2 37.6 6.8 6.8

男性 215 21.9 44.7 25.6 4.7 3.3

女性 272 18.8 46.0 28.7 4.4 2.2

年

齢

性

別
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（12）塩分摂取量に気をつけているか 

塩分摂取量に気をつけているかは、（「日頃から気をつけている」が40.2%で最も多く、

以下「時々気をつけることがある」が36.2%、「ほとんど気をつけていない」が21.9%

となっています。 

年齢でみると、年齢が高いほど「日頃から気をつけている」が多く、年齢が低いほど

「ほとんど気をつけていない」が多くなる傾向がみられます。 

性別でみると、男性では「ほとんど気をつけていない」が女性より多くなっています。 

 

問38 あなたは、日頃から塩分の摂取量に気をつけていますか。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 
  

40.2 36.2 21.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

日頃から気をつけている 時々気をつけることがある

ほとんど気をつけていない 無回答

合計(n) 日頃から気をつけてい

る

時々気をつけることが

ある

ほとんど気をつけてい

ない

無回答

全体 497 40.2 36.2 21.9 1.6

18～29歳 35 14.3 45.7 40.0 0.0

30～39歳 31 16.1 38.7 45.2 0.0

40～49歳 60 26.7 38.3 33.3 1.7

50～59歳 89 32.6 46.1 21.3 0.0

60～64歳 42 33.3 40.5 26.2 0.0

65～74歳 115 51.3 30.4 16.5 1.7

75歳以上 117 58.1 28.2 10.3 3.4

男性 215 39.1 32.1 27.9 0.9

女性 272 41.2 39.7 17.3 1.8

年

齢

性

別
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（13）ＢＭＩ※ 

身長と体重から算出したＢＭＩは、（「22.0～25.0未満（普通体重）」が31.0%で最も

多く、以下「20.0～22.0未満（普通体重）」が21.1%、「25.0～35.0未満（肥満）」

が19.3%、「18.5～20.0未満（普通体重）」が13.5%などとなっています。また、ＢＭ

Ｉの平均は22.7となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「18.5～25.0％未満（普通体重）」が過半数

を占めています。30～39歳では「18.5未満（低体重）」が他の年齢層より多くなってい

ます。また、40～49歳と50～59歳では「25.0～35.0未満（肥満）が他の年齢層よ

り多く、40～49歳では30.0％となっています。ＢＭＩの平均は30～59歳の層で全体

平均より高くなっています。 

性別でみると、男性では「25.0～35.0未満（肥満）が、女性では「18.5未満（低体

重）」が多くなっています。 

 

問39 あなたの身長と体重を教えてください。（数字を記入・小数点以下は四捨五入） 

※今回新設した質問 

 

※BMI(Body Mass Index)の計算方法 BMI＝[体重(kg)]÷[身長(m)×身長(m)] 
BMIの指標：日本肥満学会の基準による 18.5未満…低体重 18.5以上25.0未満…普通体重 

25.0以上35.0未満…肥満 35.0以上…高度肥満 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

8.2

13.5

21.1

31.0

19.3

1.0

5.8

0% 20% 40%

18.5未満（低体重）

18.5～20.0未満（普通体重）

20.0～22.0未満（普通体重）

22.0～25.0未満（普通体重）

25.0～35.0未満（肥満）

35.0以上（高度肥満）

無回答

（n=497）

合計(n) 18.5未満

（低体

重）

18.5～

20.0未満

（普通体

重）

20.0～

22.0未満

（普通体

重）

22.0～

25.0未満

（普通体

重）

25.0～

35.0未満

（肥満）

35.0以上

（高度肥

満）

無回答 平均

全体 497 8.2 13.5 21.1 31.0 19.3 1.0 5.8 22.7

18～29歳 35 8.6 14.3 28.6 25.7 17.1 0.0 5.7 22.5

30～39歳 31 16.1 12.9 12.9 35.5 9.7 9.7 3.2 23.0

40～49歳 60 5.0 15.0 16.7 20.0 30.0 1.7 11.7 23.7

50～59歳 89 6.7 15.7 19.1 27.0 25.8 0.0 5.6 23.0

60～64歳 42 7.1 11.9 31.0 28.6 19.0 0.0 2.4 22.3

65～74歳 115 8.7 15.7 20.0 35.7 16.5 0.9 2.6 22.5

75歳以上 117 9.4 9.4 23.1 38.5 14.5 0.0 5.1 22.3

男性 215 5.1 8.4 22.3 33.5 26.0 1.4 3.3 23.5

女性 272 11.0 17.6 20.6 29.4 14.0 0.7 6.6 22.0

年

齢

性

別
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（14）自分の適正体重を認識し体重をコントロールしているか 

自分の適正体重を認識し体重をコントロールしているかは、（「適正なBMI値を理解して

いるが、体重はコントロールしていない」が39.0%で最も多く、以下「適正なBMI値を

理解し、体重をコントロールしている」が22.5%、「BMI値は知らないが、体重をコン

トロールしている」が18.3%、「BMI値は知らないし、体重もコントロールしていない」

が15.5%となっています。 

BMIの評価結果でみると、18.5未満（低体重）、25.0～35.0未満（肥満）では、「適

正なBMI値を理解しているが、体重はコントロールしていない」が他の区分より多く、

25.0～35.0未満（肥満）では62.5％、18.5未満（低体重）では46.3％となっていま

す。 

 

問40 健康的な体重の目安としてＢＭＩという指数があります。あなたは、自分の適正体重を認識

し、体重をコントロールしていますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

22.5 39.0 18.3 15.5 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

適正なBMI値を理解し、体重をコントロールしている

適正なBMI値を理解しているが、体重はコントロールしていない

BMI値は知らないが、体重をコントロールしている

BMI値は知らないし、体重もコントロールしていない

無回答

(24.5)                        (41.7)                      (19.3)           (13.5)    (1.0)

合計 適正なBMI値

を理解し、体

重をコント

ロールしてい

る

適正なBMI値

を理解してい

るが、体重は

コントロール

していない

BMI値は知ら

ないが、体重

をコントロー

ルしている

BMI値は知ら

ないし、体重

もコントロー

ルしていない

無回答

全体 497 22.5 39.0 18.3 15.5 4.6

18.5未満（低体重） 41 14.6 46.3 9.8 19.5 9.8

18.5～20.0未満（普通体重） 67 29.9 26.9 26.9 13.4 3.0

20.0～22.0未満（普通体重） 105 27.6 27.6 25.7 16.2 2.9

22.0～25.0未満（普通体重） 154 26.0 36.4 18.8 16.2 2.6

25.0～35.0未満（肥満） 96 14.6 62.5 9.4 11.5 2.1

35.0以上（高度肥満） 5 0.0 60.0 0.0 40.0 0.0

B

M

I
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（15）喫煙の状況 

喫煙の状況は、「まったく吸っていない」が63.0%で最も多く、以下「以前は吸って

いたが今は吸っていない」が19.3%、「毎日吸っている」が14.9%、「ときどき吸うとき

がある」が0.8%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「まったく吸っていない」が過半数を占めて

います。一方、60歳未満では「毎日吸っている」が60歳以上より多く、30～59歳の

層では２割を超えています。また、60～64歳では「以前は吸っていたが今は吸ってい

ない」が35.7％で他の年齢層より多くなっています。 

性別でみると、女性では「まったく吸っていない」が74.6％を占めているのに対し、

男性では48.4％にとどまっており、「毎日吸っている」が21.9％となっています。 

 

問41 あなたは、たばこを吸っていますか。（○は１つ） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

14.9 0.8 19.3 63.0 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

毎日吸っている ときどき吸うときがある

以前は吸っていたが今は吸っていない まったく吸っていない

無回答

合計(n) 毎日吸ってい

る

ときどき吸う

ときがある

以前は吸って

いたが今は

吸っていない

まったく吸っ

ていない

無回答

全体 497 14.9 0.8 19.3 63.0 2.0

18～29歳 35 17.1 2.9 2.9 77.1 0.0

30～39歳 31 22.6 3.2 12.9 61.3 0.0

40～49歳 60 25.0 0.0 20.0 51.7 3.3

50～59歳 89 21.3 1.1 18.0 58.4 1.1

60～64歳 42 9.5 0.0 35.7 54.8 0.0

65～74歳 115 12.2 0.9 20.0 65.2 1.7

75歳以上 117 6.8 0.0 21.4 68.4 3.4

男性 215 21.9 0.5 28.4 48.4 0.9

女性 272 8.8 1.1 12.9 74.6 2.6

性

別

年

齢
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（16）受動喫煙が低体重児出産の原因になることを知っているか 

受動喫煙が低体重児出産の原因になることを知っているかは、（「知っている」が71.8%、

「知らない（今回の調査で初めて知った）」が15.1%となっています。 

年齢でみると、75歳未満の層では、「知っている」が７割を超えています。一方、75

歳以上では「知っている」が49.6％にとどまっており、「知らない（今回の調査で初め

て知った）」、「無回答」が他の年齢より多くなっています。 

性別でみると、女性では「知っている」が83.5％を占めています。一方、男性では「知

っている」が58.6％にとどまっています。 

前回調査と比較すると「知っている」が少なくなっています。 

 

問42 あなたは、妊娠中に喫煙したり受動喫煙にさらされることが低体重児出産の原因になること

を知っていましたか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

71.8 15.1 13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 知らない（今回の調査で初めて知った） 無回答

(84.4)                                     (12.0)        (3.6)

合計(n) 知っている 知らない（今回の調査で初

めて知った）

無回答

全体 497 71.8 15.1 13.1

18～29歳 35 88.6 11.4 0.0

30～39歳 31 87.1 6.5 6.5

40～49歳 60 81.7 16.7 1.7

50～59歳 89 77.5 15.7 6.7

60～64歳 42 88.1 9.5 2.4

65～74歳 115 72.2 13.0 14.8

75歳以上 117 49.6 21.4 29.1

男性 215 58.6 20.0 21.4

女性 272 83.5 11.8 4.8

性

別

年

齢
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（17）ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度 

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度は、（「知らない（今回の調査で初めて知った）」

が52.1%で最も多く、以下「名前は聞いたことがある」が23.7%、「知っている」が

20.9%となっています。 

年齢でみると、18～29歳、40～49歳、50～59歳、75歳以上では（「知らない（今

回の調査で初めて知った）」が過半数を占めています。30～39歳では「知っている」が

38.7％で他の年齢層より多くなっています。 

性別でみると、（「知らない（今回の調査で初めて知った）」は、男性では58.1％を占め、

女性より多くなっています。 

 

問43 あなたはCOPD（慢性閉塞性肺疾患）という病気を知っていますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

20.9 23.7 52.1 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 名前は聞いたことがある

知らない（今回の調査で初めて知った） 無回答

(21.4)                (26.6)                               (48.4)                    (3.6)

合計(n) 知っている 名前は聞いたことが

ある

知らない（今回の調

査で初めて知った）

無回答

全体 497 20.9 23.7 52.1 3.2

18～29歳 35 25.7 14.3 57.1 2.9

30～39歳 31 38.7 22.6 38.7 0.0

40～49歳 60 21.7 15.0 61.7 1.7

50～59歳 89 23.6 20.2 56.2 0.0

60～64歳 42 23.8 31.0 45.2 0.0

65～74歳 115 20.9 30.4 47.0 1.7

75歳以上 117 12.8 25.6 54.7 6.8

男性 215 17.7 22.3 58.1 1.9

女性 272 23.9 25.4 47.8 2.9

性

別

年

齢
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（18）日頃から身体活動を意識して行っているか 

日頃から身体活動を意識して行っているかは、「毎日実行している」が33.4%で最も

多く、以下「時々実行している」が29.4%、「努力はしているが、十分に実行できてい

ない」が26.8%、「実行するつもりはなく、実行していない」が4.8%となっています。 

年齢でみると、18～29歳では「毎日実行している」が57.1％を占め、他の年齢層よ

り多くなっています。一方、40～49歳では（「実行するつもりはなく、実行していない」

が15.0％で他の年齢より多くなっています。また、30～39歳、50～59歳では（「努力

はしているが、十分に実行できていない」が４割を超えています。 

性別による大きな差はみられません。 

前回調査と比較すると「毎日実行している」と「時々実行している」が多くなっていま

す。 

 

問44 日頃から通勤・買物で歩く、自転車に乗る、体を動かす作業をする等の身体活動を意識して行

っていますか。（１つに〇） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

33.4 29.4 26.8 2.8 4.8 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

毎日実行している 時々実行している

努力はしているが、十分に実行できていない その他

実行するつもりはなく、実行していない 無回答

(26.6)                         (25.0)                      (40.1)    (2.1)(3.6)(2.6)

合計(n) 毎日実行して

いる

時々実行して

いる

努力はしてい

るが、十分に

実行できてい

ない

その他 実行するつも

りはなく、実

行していない

無回答

全体 497 33.4 29.4 26.8 2.8 4.8 2.8

18～29歳 35 57.1 28.6 5.7 2.9 5.7 0.0

30～39歳 31 35.5 12.9 48.4 0.0 3.2 0.0

40～49歳 60 31.7 20.0 28.3 3.3 15.0 1.7

50～59歳 89 30.3 23.6 40.4 1.1 4.5 0.0

60～64歳 42 40.5 26.2 28.6 0.0 4.8 0.0

65～74歳 115 26.1 43.5 23.5 4.3 1.7 0.9

75歳以上 117 33.3 29.9 20.5 4.3 3.4 8.5

男性 215 34.0 30.2 24.2 3.3 6.5 1.9

女性 272 32.7 28.7 29.8 2.6 3.3 2.9

年

齢

性

別
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（19）１回３０分程度、週２回以上の運動を行っているか 

１回30分程度、週２回以上の運動を行っているかは、「運動したい気持ちはあるが、

実行できていない」が35.4%で最も多く、以下「１年以上続けて実行している」が25.4%、

「時々実行しているが、継続できていない」が21.5%、「１年未満だが、続けて実行して

いる」が6.2%となっています。一方、「実行するつもりはなく、実行していない」は4.2%

となっています。 

年齢でみると、65歳未満の層では「運動したい気持ちはあるが、実行できていない」

が４割台でいずれも最も多くなっています。一方、75歳以上では（「１年以上続けて実行

している」が37.6％で最も多くなっています。 

性別でみると、男性では（「１年以上続けて実行している」が32.1％で最も多くなって

いるのに対し、女性では（「運動したい気持ちはあるが、実行できていない」が42.3％で

最も多くなっています。 

前回調査と比較すると「１年以上続けて実行している」が多くなっています。 

 

問45 １回30分程度、週２回以上の運動を行っていますか。（１つに〇） 

 
◇クロス集計                                   単位：％ 

 

（　）内は前回調査の数値(n=192)

25.4 6.2 21.5 35.4 4.4 4.22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

１年以上続けて実行している

１年未満だが、続けて実行している

時々実行しているが、継続できていない

運動したい気持ちはあるが、実行できていない

その他

実行するつもりはなく、実行していない

無回答

(17.7)          (5.2)        (28.1)                      (40.1)          (1.6)(4.2)(3.1)

合計(n) １年以上続

けて実行し

ている

１年未満だ

が、続けて

実行してい

る

時々実行し

ているが、

継続できて

いない

運動したい

気持ちはあ

るが、実行

できていな

い

その他 実行するつ

もりはな

く、実行し

ていない

無回答

全体 497 25.4 6.2 21.5 35.4 4.4 4.2 2.8

18～29歳 35 28.6 11.4 14.3 40.0 5.7 0.0 0.0

30～39歳 31 19.4 3.2 29.0 45.2 3.2 0.0 0.0

40～49歳 60 10.0 5.0 26.7 45.0 3.3 8.3 1.7

50～59歳 89 13.5 4.5 22.5 49.4 4.5 5.6 0.0

60～64歳 42 23.8 9.5 16.7 40.5 4.8 4.8 0.0

65～74歳 115 29.6 8.7 20.9 30.4 4.3 4.3 1.7

75歳以上 117 37.6 3.4 21.4 21.4 5.1 3.4 7.7

男性 215 32.1 6.0 22.8 27.4 4.2 5.6 1.9

女性 272 19.9 6.3 21.0 42.3 4.8 2.9 2.9

年

齢

性

別
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（20）１日に歩いている時間 

１日に歩いている時間は、「約20分以内」が24.1%で最も多く、以下「約30分」が

20.3%、「約60分」が14.1%、「約40分」が13.3%などとなっています。 

年齢でみると、18～29歳では「約90分以上」が最も多く、30～49歳の層では「約

60分」が最も多くなっています。一方、50～74歳の層では「約20分以内」が最も多

く、75歳以上では「約30分」が最も多くなっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

問46 毎日の生活の中であなたは、一日に合計でどのくらいの時間歩いていますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

24.1

20.3

13.3

6.8

14.1

2.8

2.6

11.5

4.4

0% 20% 40%

約20分以内

約30分

約40分

約50分

約60分

約70分

約80分

約90分以上

無回答

（n=497）

(35.9)

(20.8)

(8.9)

(7.3)

(14.1)

(1.6)

(1.0)

(7.8)

(2.6)

合計(n) 約20分

以内

約30分 約40分 約50分 約60分 約70分 約80分 約90分

以上

無回答

全体 497 24.1 20.3 13.3 6.8 14.1 2.8 2.6 11.5 4.4

18～29歳 35 17.1 20.0 11.4 8.6 5.7 5.7 5.7 22.9 2.9

30～39歳 31 12.9 9.7 6.5 12.9 35.5 6.5 3.2 12.9 0.0

40～49歳 60 20.0 15.0 15.0 6.7 21.7 1.7 1.7 16.7 1.7

50～59歳 89 30.3 15.7 11.2 4.5 9.0 6.7 2.2 19.1 1.1

60～64歳 42 31.0 16.7 21.4 4.8 11.9 2.4 2.4 9.5 0.0

65～74歳 115 27.0 25.2 10.4 6.1 13.9 1.7 3.5 7.0 5.2

75歳以上 117 22.2 26.5 15.4 8.5 12.0 0.0 0.9 5.1 9.4

男性 215 26.5 20.0 12.6 6.5 14.4 3.3 2.8 10.7 3.3

女性 272 23.2 20.2 13.6 7.4 14.0 2.6 2.2 12.1 4.8

年

齢

性

別
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（21）ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度は、（「知らない（今回の調査で初

めて知った）」が63.0%で最も多く、以下「知っている」が17.9%、「名前は聞いたこと

がある」が16.1%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても（「知らない（今回の調査で初めて知った）」が

最も多く、60歳未満の層では７割を超えています。60～64歳では「知っている」が

31.0％で他の年齢より多くなっています。 

性別でみると、いずれも「知らない（今回の調査で初めて知った）」が過半数を占め、

男性では69.3％で女性より多くなっています。 

 

問47 あなたはロコモティブシンドローム（運動器症候群）について知っていますか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

17.9 16.1 63.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 名前は聞いたことがある

知らない（今回の調査で初めて知った） 無回答

(14.6)           (20.3)                                 (62.5)                         (2.6)

合計(n) 知っている 名前は聞いたことが

ある

知らない（今回の調

査で初めて知った）

無回答

全体 497 17.9 16.1 63.0 3.0

18～29歳 35 20.0 8.6 71.4 0.0

30～39歳 31 19.4 9.7 71.0 0.0

40～49歳 60 15.0 8.3 73.3 3.3

50～59歳 89 15.7 11.2 73.0 0.0

60～64歳 42 31.0 23.8 45.2 0.0

65～74歳 115 22.6 23.5 52.2 1.7

75歳以上 117 12.0 16.2 64.1 7.7

男性 215 12.1 15.3 69.3 3.3

女性 272 22.8 16.2 58.8 2.2

年

齢

性

別



 

81 

（22）健康ポイントアプリの利用状況 

健康ポイントアプリの利用状況は、（「利用していない」が54.5%で最も多く、以下「利

用している」が21.7%、「今後も利用するつもりはない」が11.3%、「今後利用したい」

が9.3%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても「利用していない」が最も多く、50歳以上の

層では過半数を占めています。また、40～49歳では「今後も利用するつもりはない」

が23.3％で他の年齢より多くなっています。 

性別でみると、いずれも「利用していない」が過半数を占めており、男性では「今後も

利用するつもりはない」が14.0％で女性より多くなっています。 

 

問48 あなたは、お持ちのスマートフォンで、日々の歩数や身長、体重、血圧等の記録などを一元管

理ができる「健康ポイントアプリ」を利用していますか。（民間企業や公共機関が提供しているアプリ

を含みます。）（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

21.7 54.5 9.3 11.3 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

利用している 利用していない

今後利用したい 今後も利用するつもりはない

無回答

合計(n) 利用している 利用していない 今後利用したい 今後も利用する

つもりはない

無回答

全体 497 21.7 54.5 9.3 11.3 3.2

18～29歳 35 31.4 48.6 8.6 11.4 0.0

30～39歳 31 25.8 38.7 19.4 16.1 0.0

40～49歳 60 21.7 45.0 8.3 23.3 1.7

50～59歳 89 22.5 60.7 5.6 10.1 1.1

60～64歳 42 16.7 57.1 16.7 9.5 0.0

65～74歳 115 26.1 56.5 9.6 6.1 1.7

75歳以上 117 15.4 57.3 7.7 11.1 8.5

男性 215 20.9 52.6 7.9 14.0 4.7

女性 272 22.4 55.9 10.7 9.6 1.5

年

齢

性

別
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（23）町の健康ポイントアプリ「みずほ健康ポイント「あるってこ」の認知度 

町の健康ポイントアプリ「みずほ健康ポイント あるってこ」の認知度は、（「知らなか

った（今回の調査で初めて知った）」が54.9%で最も多く、以下「知っている」が24.9%、

「名前は聞いたことがある」が17.5%となっています。 

年齢でみると、いずれの年齢においても（「知らなかった（今回の調査で初めて知った）」

が最も多く、60～74歳を除いた層では過半数を占めています。 

性別でみると、いずれも「知らなかった（今回の調査で初めて知った）」が最も多く、

男性では63.7％を占めています。 

 

問49 あなたは、町で実施している健康ポイントアプリ「みずほ健康ポイント あるってこ」がある

ことを知っていますか。（１つに○） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

24.9 17.5 54.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

知っている 名前は聞いたことがある

知らなかった（今回の調査で初めて知った） 無回答

合計(n) 知っている 名前は聞いたことが

ある

知らなかった（今回

の調査で初めて知っ

た）

無回答

全体 497 24.9 17.5 54.9 2.6

18～29歳 35 11.4 5.7 82.9 0.0

30～39歳 31 9.7 16.1 74.2 0.0

40～49歳 60 30.0 11.7 58.3 0.0

50～59歳 89 28.1 14.6 57.3 0.0

60～64歳 42 31.0 31.0 38.1 0.0

65～74歳 115 27.0 22.6 48.7 1.7

75歳以上 117 23.9 17.1 51.3 7.7

男性 215 18.6 14.4 63.7 3.3

女性 272 30.1 20.2 48.2 1.5

年

齢

性

別
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（24）飲酒の状況 

飲酒の状況は、（「飲まない」が37.4%で最も多く、以下「毎日」が17.7%、「ほとんど

飲まない」が17.1%、「月に１～３日」が6.8%などとなっています。 

年齢でみると、いずれも「飲まない」が最も多く、60歳以上の層では４割を超えてい

ます。一方、65～74歳では「毎日」が25.2％で他の年齢より多く、「週５～６日」と

合わせると30.4％となっています。 

性別でみると、いずれも「飲まない」が最も多く、女性では45.2％で男性より多くな

っています。一方、男性では「毎日」が27.0％で女性より多くなっています。 

前回調査と比較すると「毎日」が多くなっています。 

 

問50 あなたが普段、お酒を飲む頻度はどのくらいですか。（１つに○） 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=151)

17.7 5.2 6.6 6.2 6.8 0.8 17.1 37.4 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=497）

毎日 週５～６日 週３～４日

週１～２日 月に１～３日 やめた（１年以上）

ほとんど飲まない 飲まない 無回答

(0.0)      (6.6) (7.3) (11.9)(20.5)(2.6)  (51.0) (選択肢なし)         (0.0)

合計(n) 毎日 週５～６

日

週３～４

日

週１～２

日

月に１～

３日

やめた

（１年以

上）

ほとんど

飲まない

飲まない 無回答

全体 497 17.7 5.2 6.6 6.2 6.8 0.8 17.1 37.4 2.0

18～29歳 35 8.6 8.6 8.6 5.7 11.4 0.0 25.7 28.6 2.9

30～39歳 31 12.9 6.5 9.7 12.9 6.5 0.0 25.8 25.8 0.0

40～49歳 60 15.0 6.7 13.3 11.7 5.0 1.7 13.3 31.7 1.7

50～59歳 89 18.0 6.7 6.7 4.5 7.9 1.1 18.0 37.1 0.0

60～64歳 42 11.9 4.8 11.9 9.5 14.3 0.0 7.1 40.5 0.0

65～74歳 115 25.2 5.2 2.6 4.3 5.2 0.9 13.9 40.9 1.7

75歳以上 117 17.9 2.6 4.3 3.4 5.1 0.9 19.7 42.7 3.4

男性 215 27.0 7.9 7.0 5.6 6.0 0.5 16.3 27.9 1.9

女性 272 9.9 3.3 6.6 6.6 7.7 1.1 18.0 45.2 1.5

年

齢

性

別
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（25）１日当たりの飲酒量 

週１回以上飲酒をする人について、１日当たりの飲酒量は、（「１合（180㎖）」が33.1%

で最も多く、以下「２合以上３合（540㎖）未満」が25.8%、「１合以上２合（360㎖）

未満」が24.2%、「３合（720㎖）以上」が9.0%となっています。 

年齢でみると、30～49歳の層では「３合以上（720㎖）」が２割を超え、他の年齢よ

り多くなっています。 

性別でみると、女性では「１合（180㎖）」が41.7％で最も多くなっています。一方、

男性では「２合以上３合（540㎖）未満」が31.4％で最も多くなっています。 

 

問50で「１．毎日」～「４．週１～２回」と回答された方 

問50-1 お酒を飲む日は、１日当たりどの程度の量を飲みますか。清酒に換算してお答えください。

（○は１つ） 

※今回新設した質問 

 

◇クロス集計                                   単位：％ 

 

  

33.1

24.2

25.8

9.0

7.9

0% 20% 40%

１合（180㎖）

１合以上２合（360㎖）未満

２合以上３合（540㎖）未満

３合（720㎖）以上

無回答

（n=319）

合計(n) １合（180㎖） １合以上２合

（360㎖）未満

２合以上３合

（540㎖）未満

３合（720㎖）以

上

無回答

全体 178 33.1 24.2 25.8 9.0 7.9

18～29歳 11 27.3 27.3 27.3 9.1 9.1

30～39歳 13 30.8 7.7 30.8 23.1 7.7

40～49歳 28 25.0 25.0 25.0 21.4 3.6

50～59歳 32 34.4 34.4 25.0 6.3 0.0

60～64歳 16 37.5 12.5 31.3 12.5 6.3

65～74歳 43 37.2 20.9 32.6 4.7 4.7

75歳以上 33 33.3 30.3 15.2 0.0 21.2

男性 102 27.5 23.5 31.4 10.8 6.9

女性 72 41.7 25.0 18.1 6.9 8.3

年

齢

性

別
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（26）日常生活における悩みやストレス 

日常生活における悩みやストレスは、（「将来への不安」が34.0%で最も多く、以下「自

分の健康問題」が33.6%、「仕事（就職・仕事内容・労働環境など）」が27.0%、「経済

的な問題」が26.6%などとなっています。 

年齢でみると、（「自分の健康問題」は年齢が高いほど多くなる傾向がみられます。一方、

「仕事（就職・仕事内容・労働環境など）」は年齢が低いほど多くなる傾向がみられます。 

性別でみると、「家族の健康・介護問題」、「家族との人間関係」、「家事」、（「妊娠・出産・

子育て」は、女性の方が５ポイント以上多くなっています。 

 

問51 あなたは、日常生活でどのようなことに悩みやストレスがありますか（５つまでに○） 

※今回新設した質問 

 

  

34.0

33.6

27.0

26.6

25.8

15.5

15.3

14.5

13.7

10.5

7.6

5.0

4.4

1.4

3.0

3.4

4.6

0% 20% 40%

将来への不安

自分の健康問題

仕事（就職・仕事内容・労働環境など）

経済的な問題

家族の健康・介護問題

家族との人間関係

生活環境（住まいや居住地域のこと）

家族以外との人間関係

悩みやストレスはほぼない

家事

身近な人の死

妊娠・出産・子育て

恋愛・結婚・性に関すること

いじめ・ハラスメント

その他

わからない

無回答

（n=497）
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◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 将来への

不安

自分の健

康問題

仕事（就

職・仕事

内容・労

働環境な

ど）

経済的な

問題

家族の健

康・介護

問題

家族との

人間関係

生活環境

（住まい

や居住地

域のこ

と）

家族以外

との人間

関係

家事

全体 497 34.0 33.6 27.0 26.6 25.8 15.5 15.3 14.5 10.5

18～29歳 35 48.6 8.6 48.6 34.3 2.9 22.9 11.4 8.6 5.7

30～39歳 31 22.6 29.0 51.6 38.7 22.6 16.1 16.1 19.4 9.7

40～49歳 60 40.0 28.3 55.0 20.0 23.3 28.3 16.7 25.0 15.0

50～59歳 89 40.4 32.6 41.6 39.3 30.3 10.1 18.0 16.9 12.4

60～64歳 42 33.3 33.3 28.6 19.0 28.6 28.6 19.0 11.9 16.7

65～74歳 115 29.6 33.0 14.8 23.5 29.6 12.2 19.1 12.2 8.7

75歳以上 117 29.9 46.2 1.7 20.5 26.5 10.3 9.4 12.0 7.7

男性 215 31.6 32.1 27.9 25.1 22.8 10.7 14.9 12.1 6.5

女性 272 36.0 34.6 26.8 28.3 27.9 19.9 16.2 16.9 13.6

性

別

年

齢

合計(n) 身近な人

の死

妊娠・出

産・子育

て

恋愛・結

婚・性に

関するこ

と

いじめ・

ハラスメ

ント

その他 悩みやス

トレスは

ほぼない

わからな

い

無回答

全体 497 7.6 5.0 4.4 1.4 3.0 13.7 3.4 4.6

18～29歳 35 2.9 8.6 22.9 0.0 0.0 8.6 0.0 0.0

30～39歳 31 0.0 29.0 12.9 3.2 0.0 9.7 3.2 3.2

40～49歳 60 3.3 16.7 5.0 1.7 5.0 3.3 5.0 1.7

50～59歳 89 9.0 3.4 6.7 2.2 0.0 12.4 1.1 0.0

60～64歳 42 2.4 0.0 2.4 2.4 2.4 9.5 7.1 2.4

65～74歳 115 7.8 0.0 0.0 0.9 3.5 21.7 2.6 3.5

75歳以上 117 14.5 0.0 0.0 0.9 6.0 17.1 5.1 11.1

男性 215 7.0 2.3 5.1 1.4 2.3 17.2 6.0 5.1

女性 272 8.5 7.4 4.0 1.5 3.7 11.4 1.5 3.3

年

齢

性

別



 

87 

（27）悩みやストレスの相談状況 

悩みやストレスの相談状況は、（「家族に相談している」が49.9%で最も多く、以下「友

人・知人に相談している」が39.0%、「病院・診療所の医師に相談している」が12.3%、

「職場の上司・同僚に相談している」が11.5%などとなっています。 

一方、（「相談する必要はないので誰にも相談していない」が16.9%、「相談したいがど

こに相談したらよいか分からない」が3.8％、「相談したいが誰にも相談できないでいる」

が3.0％となっています。 

年齢でみると、「家族に相談している」は30～39歳で特に多く、80.6％を占めてい

ます。また、「友人・知人に相談している」は年齢が低いほど多くなる傾向がみられます。

一方、65～74歳では（「相談する必要はないので誰にも相談していない」が21.7％で他

の年齢より多く、「無回答」を合わせると75歳以上とともに３割を超えています。 

前回調査と比較すると「相談する必要はないので誰にも相談していない」が多くなっ

ています。 

 

問52 悩みやストレスをどのように相談していますか。（５つまでに○） 

 

  

（（　）内は前回調査の数値(n=192)

49.9

39.0

12.3

11.5

5.8

1.6

1.0

1.0

1.0

3.0

3.8

16.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80%

家族に相談している

友人・知人に相談している

病院・診療所の医師に相談している

職場の上司・同僚に相談している

公的な機関の相談窓口（電話等での相談を含む）を利用している

民間の機関の相談窓口（電話等での相談を含む）を利用している

テレビ、ラジオ、新聞、ホームページ等の相談コーナーを利用している

LINEやFacebookなど、SNSを活用した相談窓口を利用している

その他

相談したいが誰にも相談できないでいる

相談したいがどこに相談したらよいか分からない

相談する必要はないので誰にも相談していない

無回答

（n=497）

(55.7)

(54.7)

(7.8)

(16.1)

(3.6)

(0.5)

(0.0)

(選択肢なし)

(2.1)

(3.6)

(3.1)

(10.4)

(2.1)
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◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 家族に相談

している

友人・知人

に相談して

いる

病院・診療

所の医師に

相談してい

る

職場の上

司・同僚に

相談してい

る

公的な機関

の相談窓口

（電話等で

の相談を含

む）を利用

している

民間の機関

の相談窓口

（電話等で

の相談を含

む）を利用

している

テレビ、ラ

ジオ、新

聞、ホーム

ページ等の

相談コー

ナーを利用

している

全体 497 49.9 39.0 12.3 11.5 5.8 1.6 1.0

18～29歳 35 45.7 60.0 8.6 14.3 5.7 0.0 0.0

30～39歳 31 80.6 54.8 6.5 25.8 9.7 0.0 0.0

40～49歳 60 56.7 53.3 11.7 30.0 3.3 1.7 0.0

50～59歳 89 49.4 40.4 6.7 18.0 4.5 3.4 0.0

60～64歳 42 50.0 40.5 7.1 4.8 4.8 0.0 0.0

65～74歳 115 47.8 33.9 12.2 4.3 5.2 2.6 2.6

75歳以上 117 41.9 26.5 22.2 2.6 8.5 0.9 1.7

男性 215 43.3 27.0 13.5 12.1 5.6 0.0 1.4

女性 272 55.5 49.6 11.4 11.0 6.3 2.9 0.7

年

齢

性

別

合計(n) LINEや

Facebookな

ど、SNSを活

用した相談

窓口を利用

している

その他 相談したい

が誰にも相

談できない

でいる

相談したい

がどこに相

談したらよ

いか分から

ない

相談する必

要はないの

で誰にも相

談していな

い

無回答

全体 497 1.0 1.0 3.0 3.8 16.9 8.2

18～29歳 35 2.9 0.0 2.9 2.9 17.1 0.0

30～39歳 31 0.0 0.0 0.0 6.5 12.9 0.0

40～49歳 60 1.7 3.3 1.7 0.0 16.7 1.7

50～59歳 89 1.1 1.1 7.9 5.6 16.9 0.0

60～64歳 42 2.4 2.4 0.0 4.8 14.3 0.0

65～74歳 115 0.0 0.9 3.5 0.9 21.7 10.4

75歳以上 117 0.9 0.0 1.7 6.8 15.4 20.5

男性 215 0.5 1.4 3.3 4.7 21.4 10.7

女性 272 1.5 0.7 2.9 3.3 13.6 5.1

年

齢

性

別
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（28）希望する保健や福祉に関する情報等の入手方法 

希望する保健や福祉に関する情報等の入手方法は、（「広報紙で」が48.1%で最も多く、

以下「インターネットのホームページで」が30.8%、「テレビ・ラジオ・新聞等で」が

21.7%、「町役場の職員を介して」が19.3%などとなっています。 

年齢でみると、「広報紙で」、「自治会・町内会の回覧板等で」、「高齢者支援センターの

職員を介して」は、年齢が高いほど多くなる傾向がみられます。一方、「SNSで（X、

Instagram、LINEなど）」は、年齢が低いほど多くなる傾向がみられます。また、「イ

ンターネットのホームページで」は、40～49歳と60～64歳で過半数を占めています。 

 

問53 保健や福祉に関する情報等を、どのような方法で入手したいと思いますか。（５つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

48.1

30.8

21.7

19.3

17.5

16.7

16.3

14.3

9.7

9.3

8.9

8.0

4.2

3.2

2.0

1.2

5.0

5.4

0% 20% 40% 60%

広報紙で

インターネットのホームページで

テレビ・ラジオ・新聞等で

町役場の職員を介して

知人・家族を介して

SNSで（X、Instagram、LINEなど）

自治会・町内会の回覧板等で

高齢者支援センターの職員を介して

保健所や保健センターの職員を介して

各種公共施設の掲示板等で

福祉事務所の職員を介して

医療機関の相談窓口で

民生委員・児童委員を介して

社会福祉協議会の窓口や掲示板等で

子ども家庭支援センターの職員を介して

その他

特にない

無回答

（n=497）

(55.2)

(47.9)

(20.8)

(23.4)

(12.0)

(選択肢なし)

(26.0)

(7.8)

(10.9)

(12.0)

(7.8)

(11.5)

(1.6)

(5.2)

(2.1)

(0.5)

(4.7)

(3.1)



 

90 

◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 広報紙で インター

ネットの

ホーム

ページで

テレビ・

ラジオ・

新聞等で

町役場の

職員を介

して

知人・家

族を介し

て

SNSで

（X、

Instagr

am、LINE

など）

自治会・

町内会の

回覧板等

で

高齢者支

援セン

ターの職

員を介し

て

保健所や

保健セン

ターの職

員を介し

て

全体 497 48.1 30.8 21.7 19.3 17.5 16.7 16.3 14.3 9.7

18～29歳 35 25.7 37.1 20.0 11.4 17.1 57.1 8.6 0.0 5.7

30～39歳 31 29.0 35.5 19.4 16.1 12.9 35.5 3.2 0.0 3.2

40～49歳 60 45.0 51.7 16.7 13.3 20.0 38.3 8.3 0.0 3.3

50～59歳 89 43.8 41.6 16.9 19.1 12.4 11.2 10.1 11.2 14.6

60～64歳 42 57.1 50.0 26.2 26.2 16.7 7.1 14.3 14.3 11.9

65～74歳 115 58.3 25.2 21.7 17.4 21.7 10.4 23.5 15.7 8.7

75歳以上 117 50.4 9.4 29.1 26.5 18.8 3.4 24.8 31.6 12.0

男性 215 46.0 31.2 23.3 19.5 21.9 12.6 18.1 14.0 9.3

女性 272 49.6 30.9 21.0 19.9 14.3 19.9 15.4 15.1 9.9

年

齢

性

別

合計(n) 各種公共

施設の掲

示板等で

福祉事務

所の職員

を介して

医療機関

の相談窓

口で

民生委

員・児童

委員を介

して

社会福祉

協議会の

窓口や掲

示板等で

子ども家

庭支援セ

ンターの

職員を介

して

その他 特にない 無回答

全体 497 9.3 8.9 8.0 4.2 3.2 2.0 1.2 5.0 5.4

18～29歳 35 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 5.7 0.0 2.9 0.0

30～39歳 31 6.5 3.2 6.5 0.0 0.0 3.2 0.0 12.9 6.5

40～49歳 60 10.0 3.3 13.3 0.0 3.3 3.3 1.7 11.7 1.7

50～59歳 89 5.6 18.0 3.4 2.2 1.1 3.4 2.2 4.5 2.2

60～64歳 42 11.9 9.5 7.1 4.8 2.4 2.4 2.4 4.8 0.0

65～74歳 115 10.4 7.0 11.3 2.6 6.1 0.0 0.9 3.5 6.1

75歳以上 117 12.0 11.1 8.5 12.0 4.3 0.9 0.9 2.6 10.3

男性 215 9.3 9.8 7.9 4.7 2.3 2.3 0.5 7.4 7.9

女性 272 9.6 8.5 8.5 4.0 4.0 1.8 1.8 3.3 2.6

年

齢

性

別
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（29）地域で安心して生活していくために福祉・保健・医療に関して大切なこと 

地域で安心して生活していくために福祉・保健・医療に関して大切なことは、（「地域医

療（かかりつけ医、病院等）提供体制の充実」が72.4%で最も多く、以下「福祉施策（高

齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉等）の充実」が46.1%、「健康管理（生活習慣病、が

ん等）の相談窓口の充実」が21.1%、「インターネットを活用した情報共有やつながりの

システムづくり」が14.7%などとなっています。 

年齢でみると、（「地域医療（かかりつけ医、病院等）提供体制の充実」は40歳以上の層

で７割を超えています。また、（「福祉施策（高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉等）の

充実」は50歳以上の層で過半数を占めています。 

性別による大きな差はみられません。 

前回調査と比較すると「地域医療提供体制の充実」が多くなっています。 

 

問54 地域で安心して生活していくために、福祉・保健「・医療に関してどのようなことが大切だと思

いますか。（３つまでに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

72.4

46.1

21.1

14.7

13.7

13.7

12.3

12.1

4.2

1.2

5.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域医療提供体制の充実

福祉施策の充実

健康管理の相談窓口の充実

インターネットを活用した情報共有やつながりのシステムづくり

感染症対策や食中毒対策等の健康管理

セーフティネットの仕組みの充実

地域の住民組織や民間非営利組織等による地域活動の充実

誰にでも優しいまちづくりの推進

ボランティア活動による助け合い

その他

分からない

無回答

（n=497）

(67.7)

(48.4)

(22.4)

(20.3)

(8.9)

(12.5)

(14.6)

(27.6)

(3.1)

(1.6)

(4.7)

(2.6)



 

92 

◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 地域医療（か

かりつけ医、

病院等）提供

体制の充実

福祉施策（高

齢者福祉、障

がい者福祉、

児童福祉等）

の充実

健康管理（生

活習慣病、が

ん等）の相談

窓口の充実

インターネッ

トを活用した

情報共有やつ

ながりのシス

テムづくり

感染症対策や

食中毒対策等

の健康管理

セーフティ

ネットの仕組

み（生活保

護、生活困窮

者自立支援

等）の充実

全体 497 72.4 46.1 21.1 14.7 13.7 13.7

18～29歳 35 62.9 22.9 20.0 37.1 28.6 20.0

30～39歳 31 58.1 29.0 19.4 22.6 6.5 9.7

40～49歳 60 75.0 40.0 16.7 25.0 11.7 15.0

50～59歳 89 71.9 52.8 20.2 12.4 7.9 18.0

60～64歳 42 78.6 50.0 33.3 26.2 11.9 14.3

65～74歳 115 73.9 50.4 18.3 9.6 21.7 13.0

75歳以上 117 77.8 52.1 24.8 4.3 9.4 9.4

男性 215 71.2 42.3 20.9 16.3 15.8 14.0

女性 272 75.0 50.0 21.7 13.6 11.8 13.2

年

齢

性

別

合計(n) 地域の住民組

織（自治会・

町内会等）や

民間非営利組

織（NPO等）

等による地域

活動の充実

誰にでも優し

いまちづくり

（ユニバーサ

ルデザイン）

の推進

ボランティア

活動による助

け合い

その他 分からない 無回答

全体 497 12.3 12.1 4.2 1.2 5.8 5.2

18～29歳 35 8.6 17.1 0.0 0.0 2.9 0.0

30～39歳 31 12.9 22.6 6.5 0.0 12.9 3.2

40～49歳 60 10.0 11.7 1.7 0.0 8.3 3.3

50～59歳 89 11.2 9.0 5.6 3.4 7.9 2.2

60～64歳 42 21.4 9.5 2.4 0.0 4.8 0.0

65～74歳 115 9.6 13.0 5.2 1.7 5.2 4.3

75歳以上 117 15.4 11.1 5.1 0.9 3.4 8.5

男性 215 13.0 12.6 4.2 0.5 6.0 5.6

女性 272 12.1 12.1 4.4 1.8 5.9 2.9

年

齢

性

別
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5 地域福祉に関わる知識や関係団体について 

 

（1）地域福祉に関わりのある用語の認知度 

地域福祉に関わりのある用語の認知度は、「言葉も内容も知っていた」が多い順に「②

ひきこもり」が86.3％、「①ヤングケアラー」が55.3％、「④8050問題」が30.2％、

「③再犯防止推進法」が18.7％、「⑤瑞穂町地域保健福祉計画」が5.6％となっています。 

 

問55 あなたは、次の①～⑤の言葉や内容をご存じでしたか。（それぞれ１つに○） 

※今回新設した質問 

 

  

55.3

86.3

18.7

30.2

5.6

15.7

7.0

39.6

17.9

26.6

23.9

2.4

35.2

45.7

60.0

5.0

4.2

6.4

6.2

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ヤングケアラー

②ひきこもり

③再犯防止推進法

④8050問題

⑤瑞穂町地域保健福祉計画

（n=497）

言葉も内容も知っていた

聞いたことはあるが内容は知らなかった

知らなかった

無回答
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（2）町内の団体や福祉施設の認知度 

町内の団体や福祉施設の認知度は、「瑞穂町シルバー人材センター」が80.5%で最も

多く、以下「保健センター」が74.4%、「民生委員・児童委員」が65.0%、「高齢者福

祉センター「寿楽」」が62.2%などとなっています。 

年齢でみると、「瑞穂町シルバー人材センター」、「民生委員・児童委員」、「高齢者福祉

センター「寿楽」」などは年齢が高いほど認知度が高くなる傾向がみられます。一方、「児

童館」は18～29歳、40～74歳の層で過半数を占めていますが、30～39歳では48.4％

にとどまっています。 

性別でみると、女性の方が全体的に認知度が高くなっています。 

前回調査と比較すると「民生委員・児童委員」や「高齢者福祉センター「寿楽」」、「心

身障害者（児）福祉センター「あゆみ」などが多くなっています。 

 

問56 あなたは、次にあげる町内の団体や福祉施設を知っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

80.5

74.4

65.0

62.2

55.7

53.7

46.7

40.2

28.2

27.2

24.3

24.1

18.3

4.4

4.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

瑞穂町シルバー人材センター

保健センター

民生委員・児童委員

高齢者福祉センター「寿楽」

瑞穂町社会福祉協議会

あすなろ児童館

高齢者支援センター（地域包括支援センター）

心身障害者（児）福祉センター「あゆみ」

精神障害者地域活動支援センター「ひまわり」

健康づくり推進委員

ボランティアセンターみずほ

子ども家庭支援センター「ひばり」

子育て世代包括支援センター「ゆりかごステーション」

権利擁護センターみずほ

知っているものはない

無回答

（n=497）

(82.8)

(75.5) 

(60.9)

(53.6)

(54.2)

(56.3)

(選択肢なし)

(31.3)

(26.6)

(15.6)

(17.2)

(24.5)

(24.0)

(選択肢なし)

(4.2)

(2.6)
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◇クロス集計（上段：上位項目 下段：下位項目等）                 単位：％ 

 

 

  

合計(n) 瑞穂町シ

ルバー人

材セン

ター

保健セン

ター

民生委

員・児童

委員

高齢者福

祉セン

ター「寿

楽」

瑞穂町社

会福祉協

議会

あすなろ

児童館

高齢者支

援セン

ター（地

域包括支

援セン

ター）

心身障害

者（児）

福祉セン

ター「あ

ゆみ」

全体 497 80.5 74.4 65.0 62.2 55.7 53.7 46.7 40.2

18～29歳 35 57.1 68.6 31.4 40.0 28.6 71.4 28.6 37.1

30～39歳 31 61.3 71.0 32.3 32.3 35.5 48.4 12.9 22.6

40～49歳 60 73.3 66.7 50.0 46.7 50.0 61.7 35.0 31.7

50～59歳 89 82.0 71.9 60.7 56.2 48.3 56.2 42.7 41.6

60～64歳 42 88.1 78.6 81.0 66.7 61.9 64.3 64.3 47.6

65～74歳 115 88.7 85.2 76.5 73.0 73.0 58.3 62.6 49.6

75歳以上 117 87.2 73.5 79.5 78.6 59.8 36.8 48.7 37.6

年

齢

合計(n) 精神障害

者地域活

動支援セ

ンター

「ひまわ

り」

健康づく

り推進委

員

ボラン

ティアセ

ンターみ

ずほ

子ども家

庭支援セ

ンター

「ひば

り」

子育て世

代包括支

援セン

ター「ゆ

りかごス

テーショ

ン」（保

健セン

ター内）

権利擁護

センター

みずほ

知ってい

るものは

ない

無回答

全体 497 28.2 27.2 24.3 24.1 18.3 4.4 4.6 3.4

18～29歳 35 20.0 20.0 20.0 20.0 22.9 8.6 11.4 0.0

30～39歳 31 12.9 6.5 9.7 25.8 25.8 3.2 6.5 3.2

40～49歳 60 15.0 21.7 31.7 36.7 15.0 1.7 6.7 3.3

50～59歳 89 23.6 22.5 21.3 23.6 14.6 0.0 7.9 2.2

60～64歳 42 38.1 31.0 31.0 28.6 26.2 4.8 2.4 2.4

65～74歳 115 37.4 40.0 24.3 25.2 20.0 7.0 2.6 0.9

75歳以上 117 32.5 26.5 25.6 16.2 14.5 5.1 1.7 4.3

年

齢
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6 地域福祉を推進するために重要なことについて 

 

（1）地域福祉を推進するために重要なこと 

地域福祉を推進するために重要なことについて、『①自助』では、「地域のことに関心

を持つ」が57.9%で最も多く、以下「できる範囲で地域に貢献する」が44.3%、「福祉

に関する知識や技術を身につける」が23.1%、「地域の人々と活発に交流する」が22.3%

などとなっています。 

『②互助・共助』では、「より多くの人に地域や福祉に関する情報を広める」が35.0%

で最も多く、以下「地域の人々の課題を共有する」が34.0%、「地域で活動できる組織

体制を整備する」が27.2%、「地域で活動する人材を育てる」が25.2%などとなってい

ます。 

『③公助』では、「地域住民のニーズの把握を強化する」が39.8%で最も多く、以下

「公的な福祉サービスの質の向上を図る」が34.8%、「公的な福祉サービスの量の充実

を図る」が33.6%、「都市基盤やサービス提供基盤の充実を図る」が32.6%などとなっ

ています。 

 

問57 地域福祉を推進するためには、自助（一人ひとりの取組）、互助・共助（周囲や地域のサポー

ト）、公助（国や自治体等による公的な支援）の連携が重要です。あなたは地域福祉を推進するため、

どのようなことが重要だと考えますか。（○は①～③のそれぞれにいくつでも） 

①自助 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

57.9

44.3

23.1

22.3

21.3

2.2

10.1

0% 20% 40% 60% 80%

地域のことに関心を持つ

できる範囲で地域に貢献する

福祉に関する知識や技術を身につける

地域の人々と活発に交流する

地域での活動に積極的に参加する

その他

無回答

（n=497）

(65.6)

(46.9)

(25.0)

(20.8)

(16.7)

(0.5)

(6.3)
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問57 地域福祉を推進するためには、自助（一人ひとりの取組）、互助・共助（周囲や地域のサポー

ト）、公助（国や自治体等による公的な支援）の連携が重要です。あなたは地域福祉を推進するため、

どのようなことが重要だと考えますか。（○は①～③のそれぞれにいくつでも） 

②互助・共助 

 

 

問57 地域福祉を推進するためには、自助（一人ひとりの取組）、互助・共助（周囲や地域のサポー

ト）、公助（国や自治体等による公的な支援）の連携が重要です。あなたは地域福祉を推進するため、

どのようなことが重要だと考えますか。（○は①～③のそれぞれにいくつでも） 

③公助 

 

  

（　）内は前回調査の数値(n=192)

35.0

34.0

27.2

25.2

19.7

19.3

2.2

14.5

0% 20% 40% 60%

より多くの人に地域や福祉に関する情報を広める

地域の人々の課題を共有する

地域で活動できる組織体制を整備する

地域で活動する人材を育てる

地域で活動する団体の間の連携を深める

個人と行政の間で双方の意向の調整を図る

その他

無回答

（n=497）

(41.7)

(34.4)

(24.0)

(25.0)

(19.8)

(20.3)

(1.6)

(8.9)

（　）内は前回調査の数値(n=192)

39.8

34.8

33.6

32.6

25.4

21.9

20.3

2.6

13.7

0% 20% 40% 60%

地域住民のニーズの把握を強化する

公的な福祉サービスの質の向上を図る

公的な福祉サービスの量の充実を図る

都市基盤やサービス提供基盤の充実を図る

地域福祉の取組に関する情報提供を強化する

地域で活動する団体や人材の育成、支援を図る

多様なネットワークを構築して地域ぐるみで福祉を推進する仕組みをつくる

その他

無回答

（n=497）

(49.5)

(38.0)

(32.8)

(37.5)

(30.7)

(29.7)

(29.2)

(1.6)

(7.3)



 

98 

7 暮らしやすい地域づくりについて（自由記載欄） 

 

暮らしやすい地域づくりに関する意見として、138件の回答がありました。 

テーマ別の主な意見は以下のとおりです。 

 

テーマ 件数 

（１）生活環境について 66 

（２）地域活動について 14 

（３）安全・安心について 14 

（４）行政・まちづくりについて 14 

（５）保健・医療・福祉について 11 

（６）アンケートについて 10 

（７）その他 9 

 

（1）生活環境について 

○元狭山地区に買い物をする大きなスーパーがなくなり、祖父母の買い物ができず困っ

ている。車がないとどこにも行けないため、いつ事故を起こしてもおかしくない。み

ずほまるのバス停までも家から遠く、使い切れていない。高齢者も子どもも生きづら

い町になっている。このままだと誰も住めない町になってしまう。（20～24歳、女性） 

○電車の本数など交通の便をもう少し改善した方か良いと思います。また、地域住民が

利用できる体育館やプールなど施設の改善をすれば暮らしやすい、子育て世代にも良

いのではないでしょうか。（25～29歳、女性） 

○公共交通機関をもっと充実させてほしい。（35～39歳、女性） 

○交通面で不便を感じる時が多くあります。バスの本数が増えると出かけやすいと思い

ました。（40～44歳、女性） 

○子どもが気軽に遊べる公園、広場の充実。（45～49歳、男性） 

○町内バスを再度運行するようにして欲しい。なぜ利用者が少ないかを考え、利便性の

良い物にして欲しい。特に乗り換えなければ役場行けないなど。また、料金にも問題

がある。高齢者、障がい者は無料にすべきでした。検討をお願いします。それ以外はい

い町だと思っています。（50～54歳、男性） 

○瑞穂町は買い物ができる商業施設（昔あった「みずほモール」の様な）が圧倒的に少な

いので買い物に苦労する。（55～59歳、男性） 

○公共施設の駐車場完備（多数台が駐車できる広さ）。また。瑞穂町の広さに対して、徒

歩で買い物等が利用できる場所が少ない。免許がない人、返納した人たちが外出しづ

らいと思う。（55～59歳、女性） 

○都営住宅ですが、瑞穂モールがなくなり、買い物難民になっています。（65～74歳、

男性） 
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○箱根ケ崎駅と羽村駅を結ぶバスをお願いします。車を運転しなくなった時、買い物や

病院などに行くのがとても不安です。（65～74歳、女性） 

○プライバシーを問われる時代、何かあった時以外、あまりご近所への距離を近づけな

いように気をつけています。本当に近いご近所さんに対しては木の枝など飛び出さな

いようにとか、駐車場に入る時、我が家の枝が車の屋根に当たらないようになどは大

変気を使っています。他人への迷惑がかからないように自己努力が必要と思います。

（75歳以上、女性） 

 

（2）地域活動について 

○子どもの出産にとても協力的な地域だと感じました。保健師さんのサポート、近所の

方々が何かあったら連絡してと連絡先を教えていただいたり、私も子育てに限らず積

極的に地域貢献をしていきたいです。（20～24歳、女性） 

○町のお祭りやイベント、とても楽しく子どもと一緒に参加させていただいてます。こ

れからも地域交流や楽しい催し物楽しみにしています。（25～29歳、女性） 

○今現在40代の世代は、就職氷河期世代とも呼ばれ、思うような就職ができず、結婚や

出産ができなかった人々が多い世代です。私自身も親の介護と兄弟の病気等もあり、

出産はついにできませんでした。これから高齢になり身寄りがなくなることが心配で

す。今からでも参加できるコミュニティや相談できる窓口があれば非常にありがたい

ですし、仕事の合間をぬって参加できればと考えています。（45～49歳、女性） 

○町内会・自治会は役員が回ってきて、会合や行事に出席できないと近隣（同じ班）に迷

惑をかけてしまう。そのため、仕方なく退会し、加入していない人々もいる。（55～

59歳、女性） 

○私は高齢者です。周りにいらっしゃるご高齢の方々も比較的にお元気な方が多いです。

一方、孫達の世代は住んでいる人数も少なくなり、こちらでは数年前から育成会（子

ども会）も存続していません。同じ子を持つ親同士の関わりも減ってきているようで

す。どうか将来のある子どもたち（その親御さんも含めて）が安心して生き生きと過

ごせる町になりますよう、ご尽力してくださると助かります。（65～74歳、女性） 

○町内会をやめる人が多く、今後の維持が大変だと思う。もっと各町内会に補助をして

活気ある町内にしてほしい。（75歳以上、男性） 

 

（3）安全・安心について 

○深夜のバイクによる、ふかし行為の抑制。（18～19歳、男性） 

○小学校(三小)までの道が狭く、パイプがあるだけの歩道なので、小学生が通学するに

は怖い。道路が狭く難しいかもしれないが、ガードレールが安心。安全に通えるよう

通学路を整えて欲しい。（35～39歳、女性） 

○朝の見守り活動で、横断歩道に立っていただけて少しは安全かと思います。ですが、

まだまだ細い道でのスピードを出した悪質な車が多いです。幼い命を守るための地域

づくりを徹底してほしいです。（45～49歳、女性） 
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○子どもが安心して遊べる場所を増やしてほしい（公園だけでなく室内で遊べる場所も）。

裏道になっている場所や道路が狭い場所が多いので、子どもや歩行者、自転車がもっ

と安全に通れる道路にしてほしい。（45～49歳、女性） 

○狭い歩道を自転車も通行せざるを得ない道路事情、仕方ないと思いますが、自転車の

交通ルールを徹底してほしい。スピードを出して走行する自転車がいます。（（65～74

歳、女性） 

 

（4）行政・まちづくりについて 

○悩み相談の際に窓口や電話だけではなく、SNS(LINEやXのDMなど)や専用サイトな

どネットで相談ができる場を設けてくれたらいいなと感じています。障がいのある人

や何らかの理由で直接での会話ができない人などが気軽に相談しやすくなり、より改

善策が生まれるのではないかと考えています。（20～24歳、男性） 

○高齢者よりも子どもを最優先したほうがいい。子育てしにくい町は若い人が住みつか

ない。高齢者や障がい者福祉を充実させるには若い人が必要不可欠。子どもが多くな

ればその親である若い世帯が増える。瑞穂町で子育てしたいと思うまちづくりをすれ

ば人口が増え、店ができて高齢者や障がい者にとっても良いことになるはず。（45～

49歳、女性） 

○関係者で意見交換するなどの機会があると良いと思います。（75歳以上、男性） 

○行政での取組を積極的にPRする。そして住民の選択肢を多く提供する。（75歳以上、

男性） 

 

（5）保健・医療・福祉について 

○役場がある地区だけではなく、瑞穂町内まんべんなくサービスが行き渡るように地域

づくり、計画の策定を考えてほしい。（40～44歳、女性） 

○高齢になると罹患が多くなる。免許を返納して病院に通い、近くに信頼できる耳鼻科、

歯科、眼科がないのが現状です。老いた身体でバスや電車に乗って評判の良い信頼で

きるクリニックに通院しています。先の事を考えるととても不安です。（65～74歳、

女性） 

 

（6）アンケートについて 

○今回のアンケートで知ったことがいくつかありました。瑞穂町は住みやすいと思って

います。将来もできれば住み続けたいです。みずほまる大好きです。（（35～39歳、女

性） 

○自分は高齢者ですが、まだ元気で老いを感じていません。なので、地域の福祉とか今

まで気にしたことありませんでした。これから自分の身に切実になってくるんだとい

うきっかけとなったこのアンケートに感謝します。（65～74歳、女性） 
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（7）その他 

○いつも大変お世話になっております。今後とも暮らしやすい地域作りに協力させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。（65～74歳、女性） 

○まずは仕事をして、世の中の役に立つ事だと思います。そのためにはよく食べて、よ

く寝ることだと思います。人に頼らず１人でできることをすること（毎日が大事だと

思います）。（65～74歳、女性） 
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